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皿　植生調査の結果Results

1．植生単位Vegeもation　u蹴蓋ts

　植生調査は1994年の10月と11月，そして1995年の5月の3度にわたって現地踏査において行わ

れた。この結果，大分市およびその周辺市町村において約180箇所の植生調査資料を得ることが

できた。さらに今回の植生調査で得られた資料と当該地域に関わる既存の植生調査報告書および

植生調査資料との比較検討を行い，最終的に大分市に分布する自然植生および代償植生などの森

林群落から草本群落について植物社会学的な群落区分，植生単位：の判溺を行った。この結果，識

別された群集および群落は以下の通りである。

1）自然植生Natural　vegeね£ion

　　A．常緑広葉樹林Evergreen　broad－leaved　forests

　大分市の台地，丘綾，そして低山地帯の一部には，神社や寺院の社叢として小面積ながら自然

性の常緑広葉樹林が残されている。調査の結果，大分市およびその周辺地域において，イズセン

リョウースダジイ群団（Maeso　japonicae－CastanopsioR　sieboldii　K：．　Fuliwara圭981）に属する

ミミズバイースダジイ群集，ムサシアブミータブノキ群集，イノデータブノキ群集，アカガシー

シラカシ群団（Quercion　acu七〇一阻yrsinaefoliae　K　Fuliwε匙ra　1981）に属するヤブコウジースダ

ジイ群集，ルリミノキーイチイガシ群集，シイモチーシリブカガシ群集，ツクバネガシーシラカ

シ群集，ミヤマシキミーアカガシ群集などの分布が確認された。

　　　（D　ミミズバイースダジイ群集

　　　　Symploco　9韮aucae－Casta皿opsietu搬siebo茎dii　Miyawaki　et　a玉．1971（Table　5　D）

　高木層にイチイガシが優占し，所によリコジイ，スダジイ，イスノキ，ボルトノキ，タブノ

キ，カゴノキの高被度に混生し，林床にツルコウジを高被度に伴う林分は，イチイガシ，オガタ

マノキを識別種とするミミズバイースダジイ群集に同定された（Table　5　D）。この内，自然林状

態の保たれた下原八幡宮の林分は，イスノキ，ホルトノキを区分種とするイスノキ亜群集に，そ

して高木層にクスノキの他，ムクノキやエノキなどニレ科の落葉高木を伴った西寒多神社，田

尻，上野丘など海抜30～200m前後の台地，丘陵地の上面に生育する林分はムクノキ亜群集に下

位区：分された。また東上野や別府市鶴見の火男神社でみられた特溺の区分種を持たない林分は典

型運群集として下位区分された（Fig．11）。
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　Flg　11　丘陵地に残存するミミズバイースダシイ群集の社叢（東上野）。

Rcmammg　shrme　forcst　of七hc　Symploco　glaucae－Cast乏mopslctumあ王eboldll　ol／

Mls（Hエgashlueno）

　　　②　ムサシアブミータブノキ群集

　　　　Arisaemato　ri皿gen重is＿Perseetum士hunbergii　Miyawaki　et　al．1971（Taわle　5　E）

　大分市の雄城野台や別府市朝見神社など沿海部の台地斜面下部など比較的湿潤な土壌が厚く堆

積した立地に生育し，高木層にクスノキ，タフノキ，アラカシが高被度に混生し，亜高木層や低

木層にアオキ，シロダモが，そして草本層にキチンヨウソウ，フウトウカズラ，クリハラン，イ

シカクマ，ムサシアブミ，ハナミョウカを高頻度に伴った林分は，バクチノキ，イシカグマ，ヤ

マモカシを識別種とするムサシアフミータフノキ群集に同定された（Table　5E）。

　　　（3）イノデータブノキ群集

　　　　Polysticho－Persee士umもhu蹴bergii　Suz．一Tok．　et　Wada！949（Table　5　F）

　沿海部の海岸段丘面やイ可川沿いの自然堤：防など砂質土嬢地には，高木層に常緑広葉樹のタフノ

キが優占する他，ニレ科の落葉高木のエノキやムクノキが高被度に混生する林分は，マサキ，ハ

マクサギなどの識別種によりイノテータフノキ群集に同定された（Table　5　F）。イノテータブノ

キ群集は，大分市内ては勢家の春日神社をはじめ細，下田尻，岩舟，下白木て調査された（Flg。
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Fig．！2，海岸近くの丘陵斜面に生育するイノデータブノキ群集（下白木）。

Physio9110my　of旬｝e　Polysticho－Perseetum　thunbergii，　occurring　on　cOastal

cli賛s　（Shinloshira1くi）．

12）Qまた隣接する佐賀野関町馬場でもその分布が確認されている。

　　　（4）ヤブコウジースダジイ群集

　　　　Ardisio－CastaRopsietum　siebo三dii　S脇．一TGk．　e重｝la亡iya　1952（Table　5　A）

　海抜200前後の沿海部の山地尾根斜面には，高木層にスダジイ，タブノキ，クロガネモチ，ア

ラカシが優議し，亜高木層にも常緑広葉樹のアラカシ，ヤブッバキ，コゴノキ，モチノキの混生

するスダジイ林は，大分市内に最も広く分布するコジイ林の要素であるコジイ，シリブカガシ，

マルバベニシダ，オオカグマを欠くなど，多くのヤブツバキクラスの要素を伴わない林分は，ヤ

ブコウジースダジイ群集と同定された（τable　5　A）。今回の調i査ではやブコウジースダジイ群集

は，別府市観海禅寺付近の山地尾根において調査されたが，大分市内では確認されなかった。

　　　（5）ルリミノキーイチイガシ群集

　　　　Lasian甑。－Querce加m　gilvae　K：．　Fujiwara　1981（Taわle　5　B）

　日向灘に面した大分県南部の佐伯市は，瀬戸内海気候に属する大分市に比較して，年間降水量

は2400mmに達する高温多湿な太平洋岸気候に位置している。この佐伯市内の海抜60m以下の沿
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海部の丘陵斜面部には，高木層にコジイおよびスダジイが混生し，所によりハナガガシの優占す

るシイ林は，低木層に生育するミサオノキ，サツマルリミノキ，ルリミノキを識別種とするルリ

ミノキーイチイガシ群集に同定された（Tablle　5　B）。今回の調査ではルリミノキーイチイガシ

群集は，大分市内では確認されなかった。

　　　（6）シイモチーシリブカガシ群集

　　　　11ici　buergeri－Pasanietum　g茎abrae：Miyawak：i　et　al．1971（愛ab蓋e　5　C）

　沿海部にある海抜10m前後の台地や丘陵地，そして内陸部の海抜400m前後の山地には，高木

層に半自然性あるいは萌芽状態のコジイが優朝する他，スダジイ，アラカシ，タブノキなどが高

被度，高群度に混生した常緑広葉樹林が市内の各所に分布している。とくに大分市の南部を流れ

る河原内川沿いの山腹尾根斜面には，比較的広い面積で分布している。これらのコジイ優占林

は，コジイ，シリブカガシ，マルバベニシダ，オオカグマを識別種とするシイモチーシリブカガ

シ群集に比定された（Table　5　C）。この内，中判田・立小野，宮川内・川内，平野，屋1⊥1で調査．

された林分は，コバンモチを区分種とするコバンモチ亜群集に下位区：分された。また，低海抜地

の王ノ瀬や海抜300～450m前後の九六位山，霊山寺，実原などの山地尾根斜面に生育するスダジ

イが優占した林分は，スダジイを区分種とするスダジイ亜群集に下位区分された。さらに，海抜

10～240mの台地・丘陵地や山地の萌芽・再生状態のコジイ林は，林床に生えるネジキ，シャシャ

ンボ，ウラジロ，コシダ等で識別されるコシダ亜群集に同定された（Fig．13）。この他，低海抜

地の佐抑や杉原・山口，安藤，九六位山など内陸部の海抜230～400mの山地斜面部にみられる特

別の区：分流を伴わないコジイ優占林は，典型亜群集として同定された。そして木田東の日書神社

や宮尾神社の社叢林の林床にキチジョウソウ，フウトウカズラ，ムサシアブミなどタブノキ林と

の共通種などにより区：分されるコジイ林はキチジョウソウ亜群集に同定された（Fig．盤）。

　　　（7）ツクバネガシーシラカシ群集

　　　　Quercet馴m　sessi豆ifolio－znyrsinaefoliae　X．　Fujiwara　1981（Table　5H）

　大分市の北端に位置する高崎山の別府湾に面した東側斜面には火山岩が露呈した急傾斜な尾根

斜面が形成されている。これらの尾根部には，高木層にウラジロガシが3～5の高被度で優占す

る他，比較的高山度にカゴノキ，アカガシ，ホソバタブなどが混生する林分は，カヤ，ミヤマシ

キミ，シラカシを識別種とするツクバネガシーシラカシ群集に同定された（Table　5H）。同質の

ウラジロガシ優占林は，大分県内では内陸部の庄内町熊群山，緒方町奥岳川流域などに分布して

いる。

（8）ミヤマシキミーアカガシ群集

　Ski磁mio・Quercet職acutae　Suz・イok．　et　Su血ata　l　964（Table　51）
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Flg　13　シイモチーシリブカカシ群集の林内糖観（丹川）。

hユt（・LOI　of　thc　HIQ　bu（二19cr－Pa～εLI藁三ctuln　gユablac　（Ak、迄9a、、　a）

：Flg　14　比較的発達したシイモチーシリフカカソ群集の林内（坂ノ市，日吉神社）。
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　大分市の内陸部の海抜500m以上の山地には，高木層にアカガシが優占する他，タブノキ，モ

チノキが比較的二三度に混生し，林床にアオキ，ネズミモチ，ピサカキなどの常緑低木の生育し

た林分は，ミヤマシキミーアカガシ群集に同定された（Table　5の。本宮山の山頂付近および百

木で調査されたミヤマシキミーアカガシ群集は，ツルシキミやブナクラス域のカエデ類のイタヤ

カエデ，ウリハダカエデによリウリハダカエデ亜群集として下位区分された。また内陸部の直入

町沢水，湯布院塚原では，特別の区分種を持たない典型亜群集が分布している。

B．海岸風衝低木林CoasねI　shrub　communities

　海岸崖地など比較的立地の安定した斜面部は，強風と海水の飛沫の影響を受けることから高木

林は生育できず，クチクラ層の厚い小さな葉を持った常緑低木類を中心とした低木林が発達す

る。今回の調査では，大分市およびその隣接地域において，海岸風衝低木林のマサキートベラ群

集およびオニヤブソテツーハマビワ群集の分布が確認された。

　　　（9）マサキートベラ群集

　　　　Euony臓。－Pittosporetum　to髄ra　Miyawak：i　et　al．19ア1（Table　6　A）

　沿海部に海岸旧地のみられる大分市東部に位置する磯崎には，群落高4～5m内外のトベラ，

マサキ，タブノキ，ハマヒサカキなどの常緑低木の混生した林分がみられる。海からの塩を含ん

だ飛沫や潮風の影響を受けやすい臨海部の海岸崖地の風衝低木林は，マサキ，トベラ，ハマヒサ

カキを識別種とするマサキートベラ群集に同定された（Table　6A；Fig．15）。

　　　qO）オニヤブソテツーハマビワ群集

　　　　Cyr毛omio一弛itseetum　japo烈icae　Su磁ata，　Mashiba　et　Suz．一Tok．1969（lfable　6　B）

　マサキートベラ群集に隣接しているが，より土壌が厚く堆積し，やや風背的な海岸崖地には，

群落高が7mに達するハマビワの優占した林分が発達している。林床にはトベラ，マサキ，ハマ

ヒサカキなどの低木類が低被度ながら生育し，草本層にはオニヤブソテツ，ツワブキが高頻度で

みられる。これらの海岸崖地の風衝低木は，ハマビワ，ノシランを識別種とするオニヤブソテッ

ーハマビワ群集に同定された（Table　6　B）。オニヤブソテツーハマビワ群集は大分市磯崎の海岸

に隣接した佐賀関町神崎でその分布が確認された。

C．渓谷林Gorge　f破ests

　九州や四国など暖地の内陸山地の渓谷沿いにみられる立地の不安定な崖錐斜面には，常緑広葉

樹に混じって，高木層にケヤキ，ムクノキなどの夏緑広葉樹が高三度，高群度に混生した渓谷林

が分布している。
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　　　　　　　　　TabIe

　　　A：マサキー

　　　B：オニヤブソテツーハマビワ群集

Com田uni記y　宅ype：

Seria！　no，：

裟eleve　no，：

Altitじ（圭e（m）：

Aspect：

Slope（c　）　：

Square　size（㎡）：

Height　of　tree　layer（瓜）：

Cover　of　tree　layer（銘）：

Height　of　shrub　layer（風）：

Cover　of　shrub　layer（％）：

Height　of　herb　！ayer（m）：

Cover　of　herb　三ayer（％）：

Nu蹴ber　of　species：

6．海岸風衝低木林Coastal　shrub　commulli七ies

トベラ群集Euonymo－Pittosporetum七〇bira

Cyrtomio－Litseetum　japonicae

群落区分

通し番号

調査番号

海抜高

方位

傾斜

調査面積

高木層の高さ

高木二王被率

抵木層の高さ

低木届植被率

草本層の高さ

草本層四脚率

出現種数

　1

　2

　5

　9

40

　2

70

　6

N胃

55

20

　5　　4

80　80
0，4　0，4

30　10
15　15

　　3

153

　　2

　　聾

30

50

　　7

90

　　3

20

0．6

60
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Character　and　diξferential　s　ecies　of　asS．
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エ）εη♂1襯乃8〃」α・c翻¢徽11ブ4ρoηε脚

：群集標徴種・区分種
　　トベラ

マサキ

　　ノシ“ギク

群集標徴種
　　ハマゼワ

T　・　　・　2・2

S4。34・4ユ。2
S2。2　・　2・2
H　÷　　・　　・

垂玉　÷■2　　÷魯2　　　8
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　ツワブキ

　ヤマフジ

　タブノキ

ヤフ♂ツハ　キ

キヅタ

ヤツテ“

ハマヒ勃キ

オニヤフ9辱ソテツ

T　・

S　・

1．i　・

｝l

H

T

S

S
｝玉

i．I

H

S

H

1・2

＋・2

　●

3・3

1・1

　÷

1・2

1・1

　●

　●

。　・5・4

・　1。2

・　3・4

＋・2

2・2

　●

　9

　0

　●

　●

　0

2・3

　†

2・2

＋・2

1・1

　●

1・1

　●

÷

1・1

2・3
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∫ρ1‘・ご’如　 コヤフ“ラン　H・・2・2，．、ん1〃。ご’‘ぶ∫曜♪o刀’o～‘∫　アカメカ“シワ　S一÷・2，7ンηo乃♂o．Ψθ〃’～～〃2～σ5詫～∫～（w〃～プr

1η∫81・’〃召4’～‘〃’　テイカカス“ラ　H一÷昌2，∫o’‘’θ〃α～プ‘’1αθ∫εv’01α08α　シソバ“タツナミソウ　1．1一÷．2，（二’θ々甜ぶ～刀θη∫ノぶ

vζ〃・．ノ卯）oη1cご1　エノキ　H一・÷，　2：P～η～‘ぶ∫乃1～ηうε’g”　クロマツ　S－1■玉，五’1αθαgη1‘ぶ’〃〃～）d1α8α　アキク『』ミ　S一÷・
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S一÷，β’uo々）ア。の1〃12ミr1、・α！’o’‘’〃　ヤマカモシ“ク“サ1．｛一÷，　Pα9飽’・’α∫cαη4θη5　ヘクソカス“ラ　H一÷，　Ro5α

w’cん1〃・α1αηα　テリハノイハ“ラ　H一÷，乃ゴ。乃。ぶαη∫乃θぶ01イ。～‘’2～θ’ηf6陀ぶ　カラスウリ　H一÷，　3：R¢ソηorイ∫ノ’～α∫ゆ。η’oα
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ユ・玉，渦10～｛∫¢1・θσ’α　イヌヒ“ワ　S一÷．2，エ）為ア。’・～｛〃25召5∫ノ1e　ホウチャクソウ　1i一÷■2，漣η9θ〃。α∫叩。刀’cα　ハマウト’』

H一÷・2，1．70～α91）Pooβ1u3　タチツボ“スミレ1｛一÷●2，ノ1zイ。μわα∫ゆ。η～oα　アオキS一÷，∫α1ア2わ～‘c’4∫’て～oε’〃05α

乱Ψ．，y1θわ01‘～1α；7‘‘　ニワトコS一÷，λセ01”3εα58ノゴ。召α　シロダモS一÷，5壱41イ’♪～わ～｛～うヴ乙1・1‘1～1　コモチマンネンク“サi．｛一

÷，∫01αη’‘〃～考y’u！～‘’ア1　ヒヨト“リシ“ヨウコ“　1｛一÷，∫αη～014αo乃’ηθηぶ’∫　ウマノミツハ’』　H一垂，Aイゴ。’・01即ゴα∬～ゴgo5α

イシカク“マH一÷．

調査地LocatiQns：通し番号Seria！no、1，2：大分市磯崎海岸．3：佐賀関町磯騎海岸．

調査年月8Date　of　releve：通し番号Serial　Bo，1：0ct．28．19％．2：Nov，19．1994．

3：　罰av　l7，ユ995，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ　　　　諮
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馬　　　　　　　　　ず　　　訴

F1915　海岸懇懇に生育するマサキートベラ群論、（磯1晦）。

　Ij⊃UOI／、γ！nO一｝）1ttOSpO裏C七Unユ　tOb11（1　0n　COdStal　CIlf∫～　（】1～OZakl）

　　（1D　アブラチャンーホソバタブ群集

　　　ParabeRzoi鷺。ギerseetum　jaひonicae　Oh聡01981（Tab且e　7）

　御座ヶ厩（標高7961n）の北斜面て，野摩原町を流れる七瀬川の支流てある浅内川の源流創近

の渓流沿いの崖錐斜薗下lfilには，高木層にケヤキ，ムクノキ，エソエノキ，クマノミズキ，イロ

ハモミシ，オニイタヤ，ミノテカエテなどの夏緑広葉樹の優饗し，時にウラノロヵシ，ホソバタ

ブ，シロダモなどの常緑広葉樹の混生した戻谷林が発達している。これらの渓谷林はエゾエノ
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キ，ホソバタフ，クマノミズキ，アフラチャンを群集識別種としてアフラチャンーホソバタフ群

集に同定された（Table　7）。アフラチャンーホソ・・タフ群集は，大分市ては南部に位置する天面

山（標高403m）の南【Li麓の渓谷地に分布するのが確認された。

D．河畔林Riverside　forest

　大分市内を流れる大野川や大分川の流域ては護岸工串等の河川改修か行われたため，自然状態

の保たれた河川敷きの大難分が破壊され失われている。その撃て乙津刈の疲域は両／l卜難きに比較

的広い面積て自然堤防や氾濫原などの自然河川特有の地形が残されている。そしてそこには，河

畔林など河川敷固有の自然植生が分布している。

　　　d2＞ムクノキーエノキ群集

　　　　A灘h段鎚a聾£h（》一Cd捷detum　ja拶on茸cae　Ohno　19ア9（T＆b互e　8）

　河川沿いに砂礫の堵積により形成され，洪水特にはしはしは冠水する自然堤防や低位な肩岸段

丘上には，高木層にニレ科の蕗巣高木てあるムクノキやエノキの優議し，マll【崎木層や林汰の低木

暦およひ1∵f木画にシ懇懇モ，アラカシ，タフノキ，ヤフノハキ，アオキ，キノタ，テイカカス

Rg　16　大分川の河川敷：きに生育するムクノキーエノキ群集（花園）。

Aphallan七ho－Celtlde七um】aponlcae，　occurrlng　oll　floodplalns　along

the　O・ta　Rlver（Hanazollo）
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Table　8，ムクノキ　エノキ群集
Aph・・a・th・一C・1七id・t・m　f・p・・i…

Serial　r｝o，；

Releve　【ユ0，：

A1主iもude（m＞：

Aspect：

Slope（G　）　：

Squaτe　size（㎡）：

Heig卜t　of　tree　layer（m）：

Cover　of　tree　layer（毘〉＝

Heighも　o｛l　subtree　layer（田）＝

Cover　of　subtree　layer（％）：

Height　of　s財ub三ayer（田）：

Cover　of　shrub　ユayer（％）：

Height　of　herb　圭ayer（田）：

Cover　of　herb　layer（％）：

踵umber　o．f　species：

通し番号

調査番号

海抜高

方位

傾斜

調査面積

高木層の高さ

高木属植被率

亜高木層の高さ

亜高木屡植被率

低木逼の高さ

低木層植被率

草本届の高さ

草本層植被率

出現種数

　　1

34

10

　　0

350

28

80

18

70

　　5

4愈

0．4

10

26

　　2

35

】0

　　0

30

26

80

10

80

　3
16

0，3

　　5

28

．4ρんαηαη擁β【～・yρβノ’α

　　（＝セ1f島’ざ1ηθη・y’、、’Vαr．∫ζ胆0ηfぐα

λ．．1診ノ’αご癩～’・～層1¢’ooα脚

Secies‘）f　hi　her　UI〕i宅s＝

群集標徴種
　　ムク片

　　工片

　　ヤマアイ

上級単位の種
　　シロダモ

Tl

T2

　S

II

Tl

H

TI

T2・

　S

Il

T2

　S

T2

　S

H

T2

　S

T2

　S

　S

　S

　S

T2

　s

H

T2

　S

H
王．I

　S

4・3

　置

　8

÷・2

3・3

2・2

八180’」．∫．∫θα．yθ”108α

9τ‘θ”oκ581ακ偲

万θ48，・ω・乃。〃1う8α

σα’π¢〃’ζ才．1’ ｦ0η’0α

7㌃’αご1り7cα’ノ♪～‘・～’．石〉”「～イπθ～

（7’ηπα’η0’ηπη置．1’ K0丹’σ～ρ〃

L’9κ．yf”μηワ’ @0η’αご川

‘4μα｛わαノ1@0刀’0α

エ）u伽10脚’撒’〃α5’α’1α〃〃重二’ηfθ〃’19罐1綱

λ知。ん’1置‘．y’乃μηわe’9”

　∫こα（ム1｛ρてり’ζ胆0η「Cα

　　五”プqp8〃醒∫oα”ご

　　η7θα潮ε〃．y’．y

　乃’ごπ．昭”βo’α

アラカシ

キヅタ

ヤフ“ツハ“キ

シュロ

ヤフ9層二7ケイ

ネズミモチ

アオキ

テイカカス』’ラ

タブ片

　　ヒ“ナソカス’』ラ

　　ヤブラン

　　チャノキ

随儲種
　　イヌビワ

1・1

1。2

蓬．。2

玉・1

　騨

1・2

　日

÷。2

　魯

3・3

　・

÷・2

÷・2

　●

疹．・2

｝・2

　・

÷

÷。2

÷・2

　贋

・

4・4

1・1

　■

2・2

1・1

　■

1・2

　讐

　卿

÷・2

÷

4・4

2・2

1・1

÷・2

1P2

÷・2

　響

÷・2

1・1

　・

　÷

玉。2

　ナ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S　÷・2　　ユ・2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H　　÷　　　・

　濯ηf¢η02’oη．β1ヴ～刀フ’18　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミスΨヒキ　　　　　　　　　　　　　　琵　　　÷　　　　　÷．2

出現1懸の種Other　co即anions：Serial　no，1：P妙〃。∫f〃01リwρ’‘わθ，y‘θη∫モウソウチクT2－4・4，

β’α800α’ノブ～～5場・1v8∫f’ゴ5、・α’㌦8〃砂がOf‘∫　ボルトノキS一÷・2，減・ツ’（ノ’5f’ηβ1α1’o”　ハランH一．｝，2・Rん’‘ぶ

．鷲‘ooθζノαηεα　ハセ“ノキ　T2一多，　　H一÷，（コθ1α∫r’・κぶ02・δ∫αイ10’」‘，y　ツルウメモト“キ　H一＋，エニ’ノブ（孕θ曜かごα比τ　コヤフー巳ラソ

猛（÷。2），Nαηo翻4ε担ρoη’oαカテンソウ｝ト（÷・2＞，　Cα陀為ア．スゲ属の一一種1卜（÷・2），2：

Pめ〃αy’αoノリwうα’2置！，rぴ。ノゴθぶ　マタ“ケT2－2。3，」》珍1’αα＝θぬ’て～oん　センタ“ンT1－2・2・C’ηηα’210’～’r‘〃1

0ω刀ρん。’惣　クスノキ　T1－1。i，〆星。”月。ゆ丹’，c　1αηごξ〆∂〃α　カコ“ノキ　T2－1・1・λ）・～05〃」‘’5召η∫1ご05F〃π　クスト「」イケ“

T2－1・1，　　S一÷，んノブ～’∫∫叩。～7foα　ヤフ“シ“ラミ　H一手●2・Pεη4r叩σπακ〃’哲‘ノr‘∫　カクレミノ　S輔÷・エfπo樽・〃～～ご・y

1【㌍oη’o’‘5　マサキS一÷，（2ρ乃此Ψogoη∫叩。η’σ1‘ポ　シ“ヤノヒケ“　H一÷，∫’β9η09ノ’α〃2”1αρo＝o’ぷツフ・P’20～1’∫纏’♪1ζτ　ミ

ソー9 Vダ9　1．卜÷．

調査地Locatio職s：通し番号Serial　no．1，2：大分市中島．

調査年月Ei　Dat¢〔♪f　releve：通し番暑Serial　no．1，2：0ct．30．1994．



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table　9．河辺ヤナギ林5α旗grOves

A；ジャヤナギ　アカメヤナギ群集Salicetum　eriocarpo－chaenomeloldis
B：タチヤナギ群集Salice七um　subfragilis

C（．，窪iunity　type：

Serial　n（，，　：

Releγc　no，　＝

A／titude　（田）　＝

Slope　aspect　：

Slope　degrec　ぐ　　）　＝

Square　size（mZ）＝
Ili墓ht　（．｝f　tree　圭ayer　（田）　：

Covcrよ♪f　tree　layer　（σ心）　＝

Ilight　of　shrub　layer　（m）　：

C〔，ver　of　shrub　layer　（％）　：

匿蚕ight　（〕．f　｝、erb　 layer　 （皿）　　＝

Cover　O£　herb　layer　（％〉　：

、u口lber　of　species　：

通し番号
調査番号

海抜高

方位

傾斜

調査面積
聡木届の高さ

高木二二被率
低木層の高さ

低木層植被率
草本層の高さ

草本届州境率

出現種数

　1

】o

　0

50

　4
60

150

70

29

　　2

180

　　9

　　0

40

　　6

30

　2
10

ユoo

80

25

　　3

83

25

　　0

80

12

70

　4
40

100

80

3⑪

　4
176

i4

　　0

120

　　8

δ0

　5
80

40

10

22

∫α11．xo如8ηご刀〃elo’4θ占・

∫‘．’〃，Ψε’”0ごα’アα

群集標徴種
　　アカメヤナキ　

シい 窿сiキ91

T．

s

T

S

Differential　s　ecies（）．f　Subass，：　　　　亜群集区分種

P醐‘w照加〃畑8〃　　　　　　　　ミゾソバ　　　　｝1
　　（．．oηv二α，、．f‘，，，くπ，．8η．、．Fみ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オオアレチノキ『1ク　　　　　　　　　駐

　　／．㌔ノ〃1cμ〃1わf，Y1〃σαf遅〃’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヌカキヒド　　　　　　　　　　　　腿

　　ノ写rαた〃マ．あ・‘刀・1fη【ノ，ηαc¢α　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クサヨシ　　　　　　　　　　　　H

　，∀∫、・ごω1伽y．昭。ごんωガ～α・κ．、・　　　　　　　オギ　　　　　　｝1

　　5∫e11α，ゴご8α〈1F㍑π1c‘，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウシバコへ“　　　　　　　　　　Il

　　σノθo乃。〃1ごノ々θのノ”oβo～・aL　8」w刀4加　　　　　　　　　　　　カキドオシ　　　　　　　　　　II

　　β（，¢ん’刀βノゴα∫叩。η∫c‘fV盆r，10η9’．ツ’ご‘了　　　　　　　　　　　　　ヤフ“マオ　　　　　　　　　　　　　藍｛

　　∫01ゴぬgoo”㍑ポノ〃置α　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セイタカアワタ“チソウ　　　　　　置

一　　　　　　　　　　　 雪旧記書票微種

　　∫α〃N5μ々〃胃g，万ぶ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タチヤナキ“　　　　　　　　　　　T

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S

一　　　　　　　　　　　　　　随伴種
　温，マ¢〃括豆α1．η4’c‘～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨモギ9　　　　　　　　　　　　H

　　Ro・∫ζ～刀πご1r’プ70ヂα　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノイハ』』ラ　　　　　　　　　　　　H

　〆19’て初霞”o月fぶπ孟「κ51が（燭∫βvar，　rπ1π5’θη5　　　　　　　　カモシ“ク「’サ　　　　　　　　H

　　ノ《r‘〃置βx‘」C¢fO．∫α　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スイハー辱　　　　　　　　　　　　H

　　∫01αη即ηη’9Pw〃’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イヌホオス“キ　　　　　　　　H

　’40勿’ノ了7ηf乃¢∫わ∫ゴ2η‘αfσvar．！o〃招η’05α　　　　　　　　　　とナタイノコス「辱チ　　　　　　　　匪

　　C8～厩y・∫’ηeη∫辞var・メ傷poη’cα　エノキS
　　．41アんαηαηが1gα．v7e，．躍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ムクノキ　　　　　　　　　　　H

　　’♪o‘～5ρ1～oηゆ・10ぬ∫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イチコい’ンナキ“　　　　　　　　　II

　　Bo¢ノ1〃卍¢’”αη’ρ0η0ηゴ、’召ζ‘var，　COη0010”　　　　　　　　　　　アオカラムシ　　　　　　　　　　　H

　　．1ゼe∫oゐ1σ・」’f1‘，～’、、プ〃20η”　　　　　　　　　　　　　　　　　　 メタいケ　　　　　　　　　　S

　　（．7‘イノ11〃♪’ゐ鼠r’‘刀f’馨㍑’・α　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キクムク“ラ　　　　　　　　　　H

出環1翻の種Other　co皿panions：Ser撚1　no．1＝Pゐ’・α8〃｝爬．y側∴・f，・α1∫5

毎・ζ！’マ）ρ～ρ¢’・1）¢’・∫’oα’ゾα　ヤナキ“タテ“　II－1。2・エヨ。乃ゴηooん10αご〃‘5一£α1存　イヌヒ“エ　H一÷・2・

サ　H一．チ吟2，（二’oかrノαo弓w2αゴり乃f　シ“孕ス“タ“マ　II一÷．2，

H一．を，〃rθ濯〃1イ軌声塑。η’or‘∫　カナムクφラ　H一÷，　1ヶ。～αv8’て～αご月（ノα

÷，1鋤1ψfαρ’・o、yρηrα　タカサフ“ロウ　H一÷，　C存η卿。ゴ∫r｛η3〃1’o’uηrノτr々刀　イヌトウノベナ　匪一千，

タ“ンクρサ騒一÷，ム），oo’・’、y’η‘ノ如’α　ヒカ晒ンハ“ナ蕨一÷，　Rπ〃η召κoδfπ硬1～〉〃r‘．y　エゾ“ノキψシキ“

．盲ワ置〃ゴr‘’〃　var，θo／2fηo，Ψ）e’・”20／7　ヤエムク噛’ラ　H－1●2・2D｛～’㌦yfoαr’αρβψ1’αfα　イシミカワ　H胴÷・

α，・τイη4，ηασθα　オニウシノケク“サ1．1一÷・2，乙01’r｛’，D，置～‘1f1〆10’・1‘’7！　ネス“ミムキ“

÷サ2，　∫守。ゴα∫鐸フ∫κη1　カラスノエント“ウ　H一÷，Rτイ’η醐∫岬。η∫or‘∫　キ“シキ“シ　H一十

÷，β’て》〃r∫‘茂1白ρo月1c～イ5　スス“メノチャヒキH一・卜，　3：D’9’ごω・ゴα；7θ打’y∫　ヘンリーメヒシバ「’　H早3．3・

コ“ @甜一ユ82，轟ノ0〃びρノ’．灯ノη〃．y　ヤマク“ワ　S－1。ユ，5βめρ刀わμ必グ診〃‘，刀　コモチマンネンク“

メシ“ヨオン　雛．一÷顧2，P〃β‘‘んご♂〃置αo’　ミス“　H一÷・2，β08ん〃謬8’ゴα刀㌍oηoηfvεα　カラムシ　｝1一千・

ヘクソカス“ラ　H一÷・2，（7呪｝7ηf’α．ブ叩。ηゴ。α　ヤア’カ“ラシH一÷唇2，Eン冠。毒’ffβ・y舟’¢”αoぴb存α

滋”胆e1甲5’げ91α’7ゴ’ピ10ぶζ’　var．’7εζβ”叩加・〃α　 ノフ“ト「、ウ　H一÷，　E，・∫gθ，・oηρ5θr‘面α”ηf｛湿

～｛oαδP乃ααf｛5f’・α～耐　エノキグサH一÷，βo¢ろ川ε厚α鋼foαrα　コアカソH噌÷・　廷：

2，εf¢11α，ゴζ♂川α存α　コハコへ「B　H一÷・2，ρp1∫．y’ηθη2‘5㍑ηゴ2‘’α’ゲ∂疏‘ざvar．」卯。ηゴαぴ

～1’召ηα’ゴα5θ7アZγ～1びb1∫α　ノミノツッ“り　H一÷●2，ム〃ゴ（リブθηπ‘∫oαr’　ヤフ“

ごα，Ψκ08ごハぜσo〃酎　　ナ計シコスゲ噺　匪一壬，7ヒ）’・汀ゴぶ∫ζ砂。η’cα　ヤフ“シ“ラミ　二一干・

調査地Locations＝通し番号Seriahlo．1：大分市小野鶴橋2：
瀬4：大分市富岡　調査年月日Date　ofζeleve：通し番号Serial　no．1
丼ov．　19．　1994，　3，4＝　懸ay　i3，　1995．
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÷・2
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÷・2

÷
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨシ　H一．1●2，Pθ乱豆ごα’ゴα

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∫8∫α，ゴαv～，ゴゴ’∫　エノ3ロク噛－

Gα1ゴrごηπノuc勿2樫）2，？η～イη卍var．　r，實。，り，．甲¢，翼〃｝　ヨ1ンハ“ムク“ラ

　　　　　　　ツ本φスミレ　…．1一÷，（こ｝うワθ’・～ご、y’2」’cヂ。’2ゴα　カヤツリク9ーサ　錘一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　βゴ4朗．ψoη4b、yαアメllカセン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シ旺一十，2：（fαπ’〃P1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2，∫」セ∫ご置｛σα

　　　　　　　　　　　　H一＋・2，1ヲ，・o，川イ∫oαfんα，・f’α‘3　イヌムキ　　ll．一

　　　　　　　　　　　　　　　，飽．yfr｛oαρα’・、サ9’謬ρ，卍α　　トホ“シカ“ラ　H一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノモ置‘とηごム・み’ノ・ぶ1‘’r4．y　クサイチ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サH一｝。2，∫f¢παOfノ．yαηηr‘τ｛．yヒ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2，　P（才949’・’α．サ。αηdセ月．∫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ“ンド’ホ壁Ωキ“ク　H一十，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤナキ“ノドヒメシ「’ヨオン　H一そ，

　　　　　　　　　　　　　　　Loη’ceアて～ノqpo丹’oα　スイカスいう　H－1響

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コチチ“ミサ“サ　H一．｝●2，

　　　　　　　　　　ラン　II一÷，八㌃～ηocη丘ノβ∫αノフ。ηゴ。α　カテンソウ　H一・．㍉

大分市上り尾3：大分市平横
　　　　　　　：　Nov，　20．　1994．　2：
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ラ，ヤブランなどヤブッバキクラスの常緑植物が多数混生した河畔林が発達する。また一部で

は，モウソウチク，マダケ，ハチク，メダケなどのタケ類が高態度で混生した林分もみられる。

乙津川流域の中島地区で調査された河畔林は，ムクノキ，エノキ，ヤマアイを識別種とするムク

ノキーエノキ群集に同定された（Table　8）。大分市内ではこの他，大分川の河川敷きにムクノキ

ーエノキ群集の分布が確認されている（Fig．16）。

E．河辺ヤナギ林SαZ謡groves

　常頗可川の流水に晒された河辺や氾濫原の自然堤防には，亜高木～低木性のヤナギ類の優難し

た河辺林が発達している。

　　　（13）ジャヤナギ…アカメヤナギ群集

　　　　Salice毛u㎜eriocar葺。＿chaenome盈。昆遭亘s　Oku護a　1978　（τab置e　g　A）

　大分市を流れる大野蛸および大分川が山間から大分∫F野に流れ綴る1躍・1～下流域にあって洪水時

には冠水するような川岸の高水敷や頻繁に冠水するような低水敷には，樹高が12磁前後の高木林

や詳落翻が4m内外の先駆的な低木林状のヤナギ類の優擁した河辺林が所々で発達している。こ

れらの河辺ヤナギ林は，アカメガシワやジャヤナギなどの標霧鐘によってジャヤナギーアカメや

Fig．17．大分川の河辺に発達するタチヤナギ群集（小野鶴）。

Habitat　view　of　the　Salicetum　subfragilis　on　stream　edges（Onozuru）．
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ナギ群集に同定された（Table　gA）。河辺ヤナギ林の林床には，ミゾソバ，クサヨシ，カキドオ

シなどが高被度，高頻度に生育している。

　　　（14）タチヤナギ群集

　　　　Salicetu磁　subfragi賎s　Okuda　1978　（Taわ蓋e　9］B）

　大分川の中～下流域には，比較的広い面積で氾濫漂が形成されている。これらの氾濫源に残さ

れた旧河道沿いの自然堤防には，群落高が8m前後のタチヤナギやジャヤナギの混生した河辺ヤ

ナギ林が生育している（Fig，エ7）。これらの河辺ヤナギ林は，タチヤナギを群集標徴種としてタ

チヤナギ群集に隅定された（Table　gB）。

F．海岸砂丘植生Veg就ation　of　coasもal　dune

　大分市の海岸線の大部分は海岸埋立によって，かつてみられた自然海岸はほとんど失われてい

る。そのなかで，市の東端に位置する磯崎海岸には，わずかに半自然性の砂浜海岸が残されてい

る。この磯崎の砂浜海岸では，波打ち際から防波堤など人工の構築物との間に，各種の海岸砂丘

植生が生育している。

　　　（15）チガヤーハマゴウ群集

　　　　Impefaも。　cylindricae－Viticetum　rotu烈difo難ae（Ochi　195D　Ohba，　Miyawaki　et

　　　　Tx．　19ア3　（「rable　10B）

　防波堤前面の比較的安定した砂丘地には群落高が50㎝内外の低灌木のハマゴウの密生した群落

が所々で発達している。このハマゴウ群落には，ハマヒルガオ，ハマエンドウなど砂浜海岸に広

く分布する砂丘植物が高頻度に混生している。これらのハマゴウの優逸する海岸砂丘低木群落

は，本州関東地方以南の太平洋側の砂浜海岸に広く分布するチガヤーハマゴウ群集に同定された

（Table　10B）。本地域のチガヤーハマゴウ群集はハマエンドウを区分種とするハマエンドウ：亜

群集に下位区分された。

　　　（16＞コウボウシバ群落

　　　　0αreκμ7πε」αcommunity（Taわle　10A）

　ハマゴウ群落の前面など，状態的飛砂の影響を受けやすい不安定な砂丘地には，ハマヒルガ

オ，コウボウシバなど1～2種の海岸砂丘植物からなる植分が生育している。これらの植分は，

コウボウシバを区分種としてコウボウシバ群落に同定された（Table　10　A）。

　G．海岸旧地植物群落V’egetation　of　coastal　diffs

マサキートベラ群集の生育する海岸崖地にあって，崖錐斜面下部など立地の不安定な場所には．
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　　　　　　Table　10．海岸砂丘植生Vege七ation　of　coa＄tal　dul｝e

A　コウボウシバ群落Cαγ伽力～切溶αeommulli．ty

B　チガヤーハマゴウ群集Imperato　cylindricae－Vitice加m　rotunclifoliae

Co田撫ロnity　おype：

Serial　no．：

Releve　no．：

Altiもude（田）：

Aspect：

Slope（。　〉　：

Square．size（㎡）：

Height　of　shrub　！ayer（m＞：

Cover　of　shrub　圭ayer（％）：

Height　of　herb　iayer（康）：

Cover　of　herb　layer（％）：

報Llmber　Qf　species：

群落区分

通し番号

調査番号

梅抜高

方位

傾斜

調査睡臥

低木溜の高さ

低木届植被率

草本層の高さ

草本層旧臣率

出現種数

！　　2

3　　5

2　　2

0　　0

15　15

0．1　0，2

40　50
　2　　2

　3

　4

　2

　〔｝

2G

O．5

70

G．4

30

　5

　（＝▼‘7ノ’α∫）πノ川～ρ

Character　arld　differenむial　s　ecies　of　ass．：

群落区分種
　〕ウホ巳トウシバ9』

群集二二種・区分種
　ハマゴウ

　ハマエンドウ

随伴種
　ハマヒルカ’Lオ

　キンエノコロ

　オナモミ

H　・　3・4　・

　τうfθκ’・α1イηゴげ∂11α

　ム0峨）ワ’～イげノ曜）0加αご5

　Cαケ∫f891α∫01ゴ。ηε〃。

　∫αα〃σρ1イη｝〃α

　λ「αη∫乃ηρη、∫fηイη，α〃π～η

S　・

｝1　。

・　4・4

・　2・2

H　3窪3　 2■3　 2骨3

H　　●　　　8　　÷．2

1．】　・　　・　　蚤．

調査地しGcations：通し番号Serial　oo．1－3：磯騎海岸．

調査隼月蹟Date（，f　re三eve：通し番号Serial　ao．レ3：0ct．28．1994，

Seria生　轟。．＝

Re！eve　rlo．：

Altitude（皿）：

Aspect：

Slope（o　）　：

Square　size（㎡）：

Table　11．　ツワブキーノジギク群集

Farfugio－Chrysa11七helne七um　j乏し1）ollensis

｝玉eight　of　vegetation（皿）：

Cover　of　vegetation（％）：

握umber　of　species：

通し番号

調査番号

海抜高

方位

傾斜

調査面積

植生高

鱗被率

出現種数

　1

　8
1⑪

NE

75

　1

0．6

80

　6

　2
69

　5

巽w

30

　2
玉，⑪

90

　9

　Z）ピη4’「α剛乃81〃α000～48η砂〃プゆ0ηθη5ε

　掬11戸イ9～μ〃～．1ヒ胆。〃。’‘〃1

　λ4∫．∫oα’πん1ぐぶ．∫∫ηeη3～ぶ

　∫0μ紹〃ご〃ゴ‘’1α8’ξ～V∫01（7’08α

群集標徴種
　ノジギク

随伴種

　ツワブキ

　ススキ

　シソバ“タツナミソウ

2・2　3・3

2・3　1・2

4・4　5・4

蓬・2　．t

出現1回の種Other　co醗paaiQnsLSerial　no．1：β1・oo妙ρ04∫～‘〃1場・1vα∫｝α‘’〃ヤ効モジク『『サ

1r2，」P1∫’o甲。〃〃〃～oわ～’・α　トへ“ラ　÷，　2：ノ∫1‘〃1z〃～4凱1卯。η∫01イ．∫　カナムク“ラ　÷陰2，　Cθη’6〃α‘’ぶノ‘♂∫10α　ツ本’』

クサ　÷馴2，Er碧θノ・oησαηα61θηぶ15　ヒメムカシヨモギ“　＋，∫01ζ～η1‘1刀η～92・～4ノ｝2　イヌ本オス“キ　予，五〇η’oε’て1．1確）oη∫oα

スイカス“ラ　峯．

調査地Loca扱ons：通し番号Seria！no．玉，2：磯崎海岸．

調査年月羅1）a穂。でreleve：通し番号Serial　no．1：0ct．28，1994。2：海v．19．1994．
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Flg　18　海岸近くの崖錐斜面に生育するツワブキーノンキク群集（磯崎）。

　Fal　fug王。－Chlysanthenユe七unl　j誌poncn＄1s　on　cQa5tal　chf蔭s　（1soz乏しk1）

草本植物を主休とした海岸崖地植物群落か発達している。

　　　（17）ツワブキーノジギク群集

　　　　Farfugio－Chrysan重hemetum　5aponensis王L　Nakanishi　l　980（Taわle　l　D

　太平洋およひ顔繋内海に面した海岸織地斜面下部など崩壊した土壌の堆積か頻繁に起こる不安

定な立地には，キク科の草本植物とススキなどのイネ科植物の優慰した植物群落がしばしばみら

れる（Fエ9工8）。大分市東部の磯崎ては，ススキ，ノンキク，ノワフキなどが高騰度に屍生した

三分が生育している。これらの海岸熱地の植物群落は，ノシギクを標微種としてノワブキーノシ

キク群集に同定された（Tablc　11）。

　　H．塩生植生Salt　marsh　vegeねtion

　河川が海に馨れ込を河口付近では，潮の干満作用により海水が淡水と混じり合いいわゆる汽水

的な水質環境がつくられる。大分市を流れる乙津川の河口部の砂質な河辺には，塩分濃度や波浪

の影響など，物理的あるいは化学的環境傾度に応じて，各種の塩生植生が発達している。
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　　　　　　　Table　12．塩生植生Sa王t鵬arsh　vegetation

Alナガミノオニシバ群集Zoysietum　sinicae　nippollicae

B：フクド群集Ar七emisie七um　fukudo

C：ホソバノハマアカザーハママツナ群集A七riplici－Suaedetum　mari七imae

D：シオクグ群集Caricetum　scabrifoiiae

E；ヨシ群落P加α8編彦θ∫απ∫”α眺commullity

ComロEity　土ype　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　君羊落［をくク＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　　　　B　　　　　　C　　　　　　【｝　　　　　　［、

Serial　no，　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通し番号　　　　　　　　　　　　1　2　　3　　4　　5　　6　　了　　8　　9　三｛1

Releve　no．　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　澗査番，シ　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ1　　50　　52　　55　　．19　　48　　51　　54　　53　　10

Altitude　（m）　；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ギ毎…友商　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　　G　　O　　｛｝　　0　　｛1　　0　　｛｝　　0　　0

S王ope　aspect　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　方｛凱　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一

S圭ope　degree　ぐ　）　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛頃斜　　　　　　　　　　　　　　　　　　 0　　0　　Q　　O　　O　　軽　　Q　　q　　Q　　〔l

Sqロare　sizc（㎡）：　　　　　　　　　三百i愈1積　　　　　　　g　8　4　4　2　臼2〔l　U　1520
Hight　of　herb　layer（の：　　　　　　　　　草本層の高さ　　　　　　0．151，01．§0．30，4］．iH．01，5L51，2
Coveどof　herb　layer儒）：　　　　　　　　　写属下の楓被率　　　　　　8〔｝90　細　91〕6｛｝8〔18〔11D｛〕1〔〕1｝80
Number　of　species　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1止1現孝璽数　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　　3　　　5　　　4　　　5　　　7　　　；　　5　　　5　　　2

　Zのw燃”7’‘αV“「・’μρ卿」Cα

　。47’にPP7瞬α．献～‘ゴ。

　Gρr岬δ’ゴ”o∫α．

　5fイσ8‘zα〃雄’7f加7α

　虫砂1＆℃£7川e1加π

　ず｛f砂’鷹加∫rα’α

』CharaCter　s　ecics　of　Aste［・etcaしri

Po囎。ηκ7ηρo卵βκ’10η

！4∫r¢月rや01〃捌

。αr“∫σσう7ψ”α

劫’roη’rイηπe㈲goη置ごη～

Character　s　ecies　of　Pbra　醗itetea　’

P；2「ロ尋泌eぷ側「「α’耐

0月0ゴ0η4ααy10η

　　　暑羊集標徴種
　　　ナカいミノオニシハ“

　　　群集標徴種
　　　フクド
　　　ハマアオスケド

　　　群集標徴種
　　　ハママけ
　　　ホソバ“ノハマアカサ“

　　　ホ］カ’タアカサ’

lium・　　ウラギククラス標徴種

　　　アキノミチヤナキ甲

　　　ウラギク
　　　群集漂微種
　　　シ紗グ
　　　ハマサジ
　　　ヨシクラス標徴種

　　　ヨン
　　　髄伴種
　　　キ“3ウキ“シバ“

H59．E　5學4　2．2　1・2　 噛　　」　　．　　・　　・　　1・2

日　・　・　3・3　・　・　・　・　…

H　・　・　4・4　・　・　・　…　　　　　　。

112．2　る・2　 6　5．4　1。2　 ．　　1●2　 ・　　畳　　。

ll　…　　　　　　↓　4・44・．1　・　…

H　　…　　　　　　　　，　　．　　3．3　　・　　齢　　・　　●

Il　・　・　　，　…　　2雪・2　・　…

ll　p　　・　　…　　　　　　　み　　…　　　　i．　・

量i　・　・　。　…　　　　　3・3i・2　。　。

H　・　…　　　　　　。　・　レ2　・　。　・

H　　÷　 3●3　　・　　そ92　　・　　至。2　4。4　5●5　5。5　蕊．5

H　　・　　・　　1．2　　．　　・　　9・　　・　　÷　　ら・2　　．

出現1回の種Other　co厨paBions：Serial　no，5：ごσ加r¢gぬ∫o’40ηε1’αハマヒルガオ量1一壬。2，6：D’αpr’加町々ρoηゴcz‘∫ハマナデ刀ll－1・2，

q｝アer翼5　rOf翼‘月4r4∫ハマスゲ　到一を・2，8：！｛’r砂1ぼ℃εεのσor4α’ρ　ノ、マアカザ　Il一÷・2，　C”’読置‘川」αpoη’Cfごp’zハマゼリ量五一畢，9：G1召ノ7加α1r”o’冨’富　ハ7ボ

調査地Locations＝通し番号・Serial　no．　L　2：大分市乙津川河口3～5＝大分市乙津川下流6～8＝大分市乙津lii　9，10＝大分

　　　　　　調査年月日Datc　of　releve：通し番号Seri撮nα1，10：0cξ，28．1§94．2～9＝Gct．31．1994．

ウフウ　琵一162，1．αrぬツr翼3ノと4｝o”’orイ∫　ハマエソト“ウ　II一÷・2．

市乙津剤海原橋付近

　　　（18＞ナガミノ岡津シバ群集

　　　　Zoysietum　sinicae　nippo灯icae　Miyawaki　et　Ohba　1969（嬰able　12A）

　河口付近の砂礫の堆積した中洲や川縁で，満潮時には冠水する立地には，多年生のイネ科草本

櫨物で飼飼性の根系を長く伸ばすナガミノオニシバが植生高15～30㎝で芝生状に密生した群落を

形成している。これらのナガミノオニシバが優占した植分はナガミノオニシバを標七種としてナ

ガミノォニシバ群集に同定された（Table　12A）。ナガミノオニシバ群集には，隣接群落の構i成

要素であるハママツナやヨシが高頻度に混生している。ナガミノオニシバ群集は，近畿以南の四

国，九州など汽水域の塩沼地に広く分布している。

　　　（19）フクド群集

　　　　Arten峯isieもum　fuk腱do　Miyawaki　et　Ohba　1969（聖able　12B）

　塩沼地にあって砂礫の堆積した微高地や砂浜には，キク科ヨモギ属のフクドとカヤツリグサ科

スゲ属のハマアオスゲが高被度に混生した品分が生育している。これらの植分はフクドを標徴種

としてフクド群集に同定された（Table三2B）。本地域のフクド群集には隣接群落の構成種であ
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るナガミノオニシバが混生しているが，これらの植分はナガミノオニシバ亜群集に下位区分され

た。

　　　（20＞ホソバノハマアカザ一拍ママツナ群集

　　　　Atriplici－Suaede加m　mariもimae（Miyawak：i　e毛Ohba　1969（Table　12C）

　波打ち際など物理的影響や有機物の供給を受けやすい砂浜や河辺には，1年生のアカザ科のハ

ママツナが優占し同じアカザ科のホソバノハマアカザが高頻度に混生した植分は，ハママツナ，

ホソバノハマアカザを識別種としてホソバノハマアカザーハママツナ群集に同定された（Table

12C　；Fig．　19）。

　　　（2D　シオクグ群集

　　　　Caricetu搬scabrifoliae　Miyawak量et　Ohba　1969（Table　12D）

　砂泥の堆積した河1コ部の汽水域には，ヨシやアイアシなどイネ科で草丈1m以上に達する高彫

草本植物と共にカヤツジグサ科で草丈30～60cmの塊茎草本植物のシオクグの優耀した植分が分布

している。これら塩沼地にあってシオクグの優出する植分は，シオクグを標徴種とするシオクグ

群集に同定された（Table　12　D）。

　　　（22｝ヨシ群落

　　　　飢γα97πεオesαπsfrαZεs　communiy（Table　l　2　E）

　乙津川の河口付近の汽水域に発達する塩生植生に隣接して，ヨシの優戯した植分がみられる

（Fig．20）。これらヨシ群落の内部には，ナガミノオニシバ，ハママツナ，シオクグ，フクドな

ど隣接する各種鹿生植生の構成要素が混生した状態がみられ，これら混生した塩生植物に対応し

て各種の下位群落に区：分された（Table　12E）。

　ヨシは，汽水域ばかりでなく，淡水域の池沼や河川沿いの後背湿地の主要な構成要素として広

く生育している。

1，抽水植物群落Reedswamp　communities

　池沼や溜池など水の流れのほとんどない止水域にあって，地表部が常時冠水した状態にある岸

辺には，ヨシ，ガマ類など草丈が2mに達する大型のいわゆる野水植物（あるいは挺水植物）と

呼ばれる草本植物が混生した群落が発達している。

　　（23）ヒメガマ群落

　　　丁〃p乃ααπg配8オαオαcommuni毛y（Table　l　3　A）

大分市の東部にある赤迫池の抽水域には，ヒメガマ，マコモ，ヨシなどの抽水植物が密に混生
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F1819　爆口近くの塩イ召地に生育するホソバノハマアカーヂ一期ママノナ群集（乙津川）。

　　　ボ＼trlphc…一SudcdGtu臓m・u黒tlm・tc　on　3alt　malsh（Otozu　R三、・c1）

∵睦ピ轡二一▽㌣曜鍔／隠㌶＼｝喋紳ぺへ @磁∵∵

　　　Flg　20　河口近くの汽水域に生育するヨシ群落（乙津川）。
　Habl七at　v！ew　oi　Pぬγα97フ％紹3α乙6∫彦1’αZ25　communlty，　occurr1119　1n　brack15h

　watcl　ne乱r　estu註w（Otozu　R）
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Table　13　抽水植物群落Rccdswalnp　communぬcs　al。ng　mぞLrslw　shore

　　　　　A　ヒメカマ群落7’yρ始αη9～総論αcommumty

　　　　　B　マコモ群落Z銘α翅α傭～ル々αconユmUmty

Co駅打1Unlty　type．

Serla！　no

衆eleve　no

Altltude（皿）

Aspect

S！ope（。　）　　　　．’

Square　slze（㎡）．

Helght　of　vegetatlon（皿）

Cover　Gf　vegetatlon（％）

Nu狐ber　of　specles

群落区分

通し番号

調査番号

海抜高

方位

傾斜

調査面積

植生高

植被率

出現縁懸

　1　　2　　3

74　75　76
50　50　50

　0　　0　　0

20　20　20
20　1．6　2．5

10G　100　1GO

　2　　2　　2

一〇fco髪癖7）励ααη9～4～ごα‘α

群落区分種
　ヒメガマ

群落区分種
　マコモ

　ヨソ

こ5．5　 5・5　　 ・

z1＝αη1α1α∫～や～1α

／）加α91厩θ卿ハrノα～ハ

調査地Locatlons通し番号Serlal　no．1－3　赤迫池
調査年月日Date　of　re！eve　通し番号Serlal　no．1－3 Nov　l9　1994．

＋，2　　1・2：5。5

・　　・　3・3・

　　　Flg　21　溜池周辺の湿地に発達するマコモ群落（口琴池）。

H漂）・七at　vlew　O歪Z照｝3診α勲効αC。mmum七y　Gn　swamPS（Aka（5al《o－lkc）
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した植分が発達している。これらの抽水植物群落のうち，ヒメガマの優占した植分は，ヒメガマ

を区：分種とするヒメガマ群落として区分された（Table　13　A）。

　　　〈24）マコモ群落

　　　　Zε2απεα1α琵君。παco撫muni毛y（τai）le　l　3］B）

　赤迫池に広く生育するヒメガマ群落に隣接して，マコモおよびヨシなどの抽水植物の優占した

書分がみられる（Fig．21）。これらの植分は，ヨシ，マコモを区分種としてマコモ群落として区

分された（Table　13B）。

　　J．河原植生Vegetation　on　f】oodplains　along　rivers

　定期的な河川の氾濫により，物理的な破壊に晒される河川敷きには，オギやツルヨシなど禾本

科の草本植物の優占した河原植生がみられるQ

　　　〈25＞オギ群集

　　　　Miscanthetum　sacchariflori顛iyawaki　et　Okuda　1972（Table　l　4）

　洪水時にはしばしば冠水するような河川敷内で，砂質の土壌の堆積した低位な河岸や池沼の周

りには，草丈が2mに達するイネ科のオギの密生した植分が発達する（Fig．22）。これらオギの

優占する町分は，オギを標微種とするオギ群集に同定された（Table　14）。本地域のオギ群集に

は，セイタカアワダチソウが高頻度に混生するほか，クズ，カラスウリ，ヤブジラミなどが低被

度に生育している。

　　　（26）ツルヨシ群集

　　　　Phragmite士um　ja診。烈icae　Minamikawa　1963（Table　15）

　河川の中流から上流域およびその支流など，河道沿いに砂礫の堆積した氾濫原や川辺には，停

水域の湿生植物であるヨシの仲間であるが，流水などの物理的作用に抗して長く葡翻茎を地表に

伸ばし，節から発根して群落域を広げることのできるソルヨシが密生した植分が発達する。これ

らのツルヨシの優請した植分はツルヨシを標三種とするツルヨシ群集に同定された（Table　15）。、

　　K．渓流辺草本植物群落Herbaceous　co三nmunities　on　sもream　bed

　周辺に生育する樹木によって日陰された山間の渓流や湧水の流れに沿った岩上には，好水湿地

生の草本植物を主体とした渓流辺草本植物群落が発達する。
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Serial　nQ．：

Re！eve∫｝0．：臼

A1τitude（m）＝

Aspect：

S／ope（c　）　：

Square　size（mつ：

τable　14．　　オ　　ギ，　群　　集

Misc駄11七hetunユs乏しcchariflori

Heigh‡　of　vegetation（nl）：

Cover　of　Vegetati（，n（％）：

N田nber　of　species：

通し番号

調査番号

海抜高

方位

傾斜

調査面積

植生高

植被率

出現種数

　1
162

　8

　0
25

ユ．3

100

　6

Character　s　ecies　of　ass，：

　λ伽α纏加肪oooん‘〃耀。川3

　G蜘〃〃掴ρ｛ご〃～イ〃～Yaヌ㍉¢o肋。Ψε〃〃0刀

　cの・ノ繍α初♪く刀？～cα

　∫〔フ〃4‘’9（π’〃1淵111κ’

　7∂〃1碑‘脚；？ノα’

　06〃。伽ノ㍑e1：助1∂躍∫フα1α

群集標艦種

　オギ

随伴種
　ヤエムグラ

　ヤブガラシ

　セイ学課アワタ“チソウ

　ヤブジラミ

　オオマツヨイク“サ

。・D

3・4

了

調査地Locatま。轟s：通し番号Seria！no．1：大分市乙甲川．
訂苛査勾三月日　Daもe　of　「e｝eve＝通し番号’Serial　no．　1：　ム｛ay　l2．　1995．

＼

鋒灘、

囎

蓋観∴

　　F　　　　　　「

　　巾∫　　
、

　　　　丁纏1
　　　，誹鯉

㌧一癖憾ミ

雛
、融

難猛・

雛

灘，
難

　　　　　Fig．22．乙津川沿いの河川敷きに発達するオギ群集（常行）。

View　of七he　Miscallthetum　saccharifbri　on　floodpla鎗s　along　the　river（Tsulleyuki）．
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T～しble！5、　ツルヨシ群集

　Phragmitetum　jaPOIユicae

Seria！　no，：

Releve　no，：

A！乞itude（m）：

Aspect：

Slope（。　）　：

Square　size（m2）：

Height　of　vegetation（盤）：

Cover　of　vegetation（％）：

鰻umber　of　species：

通し番号

調査番号

海抜高

方位

傾斜

調査函積

植生高

二二率

出現種数

　！　　2

27　igO

240　80

　0　　0

　2　10
ユ，2　1．0

90　工00

　．2　　8

　Pんノη91漉θ5ノ‘ψoη10α

　Pe1す10α1ブα’ん1‘油θ119／1

　ぐ’ω咀4ω〃1η召．〆1αギ1｛05α

　〃1‘〃〃イ／～｛5ノ卿。加。’‘ガ

　∫ご8〃ω’～α‘～9～礁1ごα

　β1ぬη5．戸’01？405α

　鈎1〃沼1〃〃61ハ7θη躍

　P飾10ωプαρεψ〃‘1∫0

　0θηαη訪εノαvα鷹α

群集標徴種
　ツルヨシ

随伴種

　ミゾソバ

　タネツケハ“ナ

　力払グラ

　ウシバコペ

　アメリカセンタ“ンク“サ

　スギナ

　イシミカワ

　妨

5・5　5・5

ま・2　・

・　2・2

・　1・2

・　　争

・　　　÷

。　　　　叶．

●　　　　　　　　蝉

唇　　　　　÷

調査地Locations：通し番号Serial　no．1：安藤2：大分市河原内中無礼
調査年月日Date　of　releve：通し番号Serial　no．　i：Oct．29．1994．2：酷y

14．1995．

　　　（27）セキショウ群集

　　　　Acoretum　gram五nei　Ohba，　Adachi　eも瓢aoka　19ア9（Table　l　6）

　半日陰状態の渓流や細流沿いにあって，常に流水に晒され，飛沫を浴びる岩上，岩隙には，サ

イトモ科シ。ウブ属のセキシ・ウが根茎を岩上にしっかりと固着させて，叢生状に密に分枝した

植分が発達している。これらの三分はセキショウを標徴種としてセキショウ群集に詞兄された

（Table　16）。

　　　（28）ヒメレンゲーナル羅スゲ群集

　　　　Sedo　subtilis℃ariceも窺m　curviconis　Nakamura　i簸Miyawaki　1982（Tab韮e　17）

　山間の渓流など半霞陰状態の渓流や細流沿いにあって，常に流水に晒され，飛沫を浴びる岩

上，岩隙には，ナルコスゲ，ツクシチャルメルソウ，ヒメレンゲなどの草本植物で特徴づけられ

るヒメレンゲーナルコスゲ群集が生育している（Table　17）。　ヒメレンゲーナルコスゲ群集は野

津原町浅内川の源流域で調査されたが，大分市内ではその分布は確認されなかった。
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Table　16．セキショウ群集

　　　Acore七um　graminei

Seria！　no。：

Releve　no，二

A1℃itude（皿）：

Aspect：

Slope（c　）　：

Sq．し…are　size（m2）：

Hei墓ht　of　vege℃atior≧（nl）：

Cover　of　ve墓eta£ion（％）：

舞Umber　of　species：

通し番号

調査番号

海抜高

方位

傾斜

調査面積

植生高

植被率

出現記数

　　1

26

240

　　0

　　2

0．4

90

　　2

Character　s　ecies　of　ass．：

　！100／7イ・Y9；’ごω21ηθ～イ．y

CoI臓　εミ鳶｛Qns：

．〃ぐ刀‘π1．リノ171αご0ノ’4α配1

轟集標徴種
　　セキンヨウ

随伴種
　　ドクダミ

5・5

調査地Locations：通し番号Serial　no．1：安藤
調査年月日Date　of　re！eve：通し番号Serial　no。1： Oct．29．　ig94，

Table　17，　ヒメレンクLナルコスゲ群落

　　Sedo＄ubtilis－Caricetu雛｝　curvicollis

Seria！　盈。，：

Releve　nO．：

A1雛tude（m）：

Aspect：

S！ope（c　）　：

Square　size（㎡）l

Height　of　herb　！ayer（醗）：

Cover　of　herヒ）　：Layer（％）：

援umber　of　species：

通し番号

調査番号

海抜高

方位

傾斜

調査面積

草本層の高さ

草本層植被率

出現種数

　　ユ　　2

209　2ユ1

35⑪　320

　　0　　0

0，4　0．5

0．2　0．3

80　1GO

　2　　6

Character　and　differe航ial　s　ecies　of　ass．：群集標業種・区分種
　　Cσ1・αoμハ・∫oo〃f5

　Mノ’θz1αん1μ5・ノαηα

　sθぬ〃L～7の∫〃ε

　POα蝦ρ乃0ηめ2104a～「

　5αZv∫αz24’θ∫oξ～η、y　、7ar．∫17’θノ・〃」θ61ノα

　β0θ乃η2召ノ’∫α遡ワ∫0αごα

　ナルコスゲ

　ツクシチャルメルソウ

　　ヒメレンゲ

随伴種
　イチコ“ツナキ“

　ナツノタムラソウ

　コアカソ

調査地Locations：通し番号Serial　no，1，2：野津原町浅内ノll．

調査年月日Date　of　re！eve：通し番号Seria！no，1，2：

H4・4
H2・3
．H　・

H

H
H

蚤｛ay　16．1995．

6

■

4・4

÷・2

3・4

÷・2

÷・2

÷・2
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L岩壁植生Plant　commu聾ities　on　rock　face

　　　（29）ミツデウラボシーソクシンラン群落

　　　　Or卯sεηπ8ぬα8fα伽s一・41εオrεS　SPεcαオαcommu烈ity（Taわ韮e　l　8）

　大分市西部の台地地形の発達した地域の一部にあって，道路などの開発により削られた造成面

など碩南層群とよばれる新第三紀鮮新世の堆積層の露呈した日陰な北向きの朝地には，ホラシノ

ブ，コモチシダ，ミツデウラボシ，ゲジゲジシダなどのシダ植物が混生した四分がみられる

（Fig．23）。これら崖地壁面上の植分は，ユリ科のソクシンランおよびイネ科のイタチガヤなど

区：三種で特徴付けられるミツデウラボシーソクシンラン群落として区分された（Table　18）。高

崎山の西側山麓の鳴川では，シライトソウを伴った植分もみられた。

　　2）代償植生Subs亡i加te　vegeね毛ion

　　M．常緑広葉樹萌芽二次林Coppice　domin就ed　by　evergreen　broad・leaved

　　　　trees

　中部東海地方以南のヤブツバキクラス域の低海抜地の台地や丘陵地には，本来は自然林の構成

樹であるコジイやアラカシが定期的な伐採など人為的な管理により，根元から数本の幹を萌芽再

生した二次林がみられる。今回の調査報告では，コジイ林については，シイモチーシリブカガシ

群集に同定された林分のうちコシダ亜群集がこの萌芽二次林に属していると考えられるが，他の

半自然性のコジイ林との比較のため，自然植生の常緑広葉樹林に含めて記載している。このため，

大分市に分布する常緑萌芽二次林としてナナメノキーアラカシ群集のみが報告された（Fig・24）。

　　　（30）ナナメノキーアラカシ群集

　　　　1互三ci　chinensis－Querce加m　glaucae　Kl．　Fujiwara　1981（Table　5　G）

　大分市内の低海抜な台地，丘陵地の尾根斜1面部の一部には，コジイ萌芽林と同様に，アラカシ

萌芽林が発達している。高木層にアラカシが3～5の高被度で優占するこれらのアラカシ萌芽林

は，林床に比較的高州度に生育するナナメノキ，カクレミノ，クログネモチ，ニセジュズネノキ

の他，二次林要素のネジキ，ウラジロ，シャシャンボ，コシダにより特微づけられるナナメノキ

ーアラカシ群集に同定された（T～しb五e5G）。今回の調査では，西寒多神社の裏山尾根部，下田

尻，津守，高城においてナナメノキーアラカシ群集が確認されている（Fig．24）。

N．夏緑広葉樹二次林Secondary　foresもs　dominated　by　su瀟me「9「een　b「oa＆

　　匿eaved　trees

　自然林が伐採や火入れなどにより人為的に破壊された後に，薪炭材の供給源として，定期的な

伐採や林床の落葉掻きなどにより，常緑樹林への植生遷移が停止した状態で維持，管理されてい
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Table　18．　ミツデウラボシーソクシンラン群落

Cりψ∫1襯5乃α5’磁‘∫一州嬬吻0磁community

Serial　no．：

Re三eve　BO．：

A1ζitu（ie（田）：

Aspect：

Slope（。　）　：

Square　size（m「）：

Height　of　herb　layer（皿）：

Cover　o｛　herb　layer（％）：

Cover　of研oss　layer（驚）：

賛u皿ber　of　species：

通し番号

調査番号

海抜高

方位

傾斜

調査i晦積

草本届の高さ

草本層難題率

コケ層繋縛率

出現講義

　玉

212

15

　浅

75

0．5

　2
】7⑪

70

EES

80

　1

0．30．25

20

20

10

70

30

10

Differential　s　ecies　of　co皿m．：

cりP51ητ‘納σ5f備5

Pogoηα’乃θ〃〃’～o肋’‘z‘〃～

群落区分種
　ミッテ“ウラ木“シ

　イタチガや

一　　下位単位区分種　．4～ε㌍埋ρ’oα’α

　ごん0η09’層叩傭ノψ0’7’0α

　勘加ηo〃1¢〃ポ。舟惚刀5’5

　磁）04贈ノ幼α0ノゴθη‘α11ざ

　ソクシンラソ

　シライトソウ

随伴種
　ホラシノプ

　コモチシダ

H　　　3・3　 2・2

日　　÷　・・2

韮　　レ2　・

H　　・　2・2

H　　1・2　2・2

H　　－　1・2

出現1鯉の種0緬er　co即anio罰s：Serial　no．1：Eηro40η四ツヤゴケH－2・3，

乙a宴ワeゴ召zσρ〃。躍　 ネコハキ“ @H－1騨2，ノ♪74フθro’ζτく）ぜ’ηゴrloαvα乙κoθη19’～　チカ“ヤ　1｛一1。2，

Dθ，4’＝，αぶ。αうノ・α　マルハ“ウッキ“　H一千・2，ム7εr醒4θηroro　ニカ“ナ　H一÷，　2＝Aずαroんαη1’」α

ρoζy〃～oアP乃α　セ“ニコ“ケ醒一2・3，｝り24ηgrα∫αρoη∫cα　オニタヒ“ラコH一｝。2，1）ん召goρ’θr’5

ゴeαピ若y」ソθツっrηηαrα　ケ“シ“ケ“シ“シタ“　H一÷●2，∠．πzμ1αoαP’∫α8α　スス“メノヤリ　H一÷，乙αイooうPフ・πη1

場　シラカ“コ“ケ慧一＋．

調査地Locations：通し番号Serial　no．1：大分市細尻2＝大分市高鷲山．

調査年月ヨDate　of　releve：通し番号Serial　no，1：甑y　16．1995．2：Hay
13．1995．

Fig．23．切り通しの壁面に生育するミツデウラボシーソクシンラン群落（下田尻）。

　　Cγツカ5ゴ7％‘3乃α5渉曲‘3一魂6渉アお5μoα臨commullity　on　a　rook　face（Shimotaliri）・
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∵警耀欝欝窪寄附灘灘霧叢ご絶憂兜｝∵
　Flg　24　低地の台地，「L駿には，ナナメノキーアラカシ群集やマタケ林などの代償植

　　　　　　生か広く発達している（丹川）。

Substltutc　vegct・しtloll　such　as　thc　Illcl　chmcn515－Qucrcctum　glduc・し。・md　P妙〃。∫頗吻15

δα〃かf∫03ぬεbam1）oo　grovc　covcl　most　of　hllls　m　Olta　C夏ty（Akdgawa）

るのかコナラやタヌキなどの夏縁広葉極を主休とした二次林てある。大分市のほぼ全域は，植生

的には常緑広葉樹林を潜在自然植生とするヤフノバキクラスに位：濡しているが，この夏緑広葉樹

二次林は，低地の丘陵や高海抜の由地帯に至るまて比較的広く分布している。

　　　（3D　クヌギーコナラ群集（クヌギ植林を含む）

　　　　Quercetum　acutissimo－ser罫atae〕Miyawaki　1967（i葺cl．　Qπθア。配8αc腐‘ε88ε襯α

　　　　fores毛　pl＆ntatioR）　（Ta嶺）le　19）

　コソイやアラカシなどの優占する常緑萌芽二次林の分布する低海抜地の台地や丘陵地にあっ

て，高木護にフナ利コナラ属のコナラ，タヌキなど落葉樹林の優慰した林分か局所的ながら発達

している。また海抜500m前後の山地においては，スギ，ヒノキ植林に混じって高木層にコナラ

やクヌギの優議した落葉二次林か比較的広い面積て分布している（Flg　25）。これらの落葉二次

林は，コナラ，タヌキ，シュンラン，ホソ・ミヒカケスゲを識別種とするクヌギーコナラ群集に同

定された（Table　19）。クヌギーコナラ群集の林床には，ネズミモチ，ピサカキ，ヤフコウシ，

キツタ，シャノピケなどヤフツバキクラスの常緑低木や常緑植物が多数生育しているのがみられ
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Flg　25　大分市の丘陵，低山地には，広くクヌギーコナラ群集か分布している（高崎ぼD。

Vlew　of七he　Qucrcctum　acut13slmo－scrra七ε、c，　occuエrmg　on　IMlls　al／d　lowcl　m（mtanc　1）clt

（三M［t　　「F（しkas‘しk1－yarll乏し）

る。木地域のクヌギーコナラ群集は，海抜50m荊後に分布し，クロキ，カクレミノ，ヤフニソヶ

イ，ウラシロ，コンタなどコソイ萌芽林やアラカシ萌芽林にも共通してみられる軽羅により特徴

づけられるクロキ亜群集と海抜500m内外のlj」地に分布し，ヤフムラサキ，コハノカマスミ，ヵ

マズミ，ヤマコウハソなどの落葉低木やノガリヤス，シラヤマギク，シロヨメナなどのススキク

ラスの草木植物を高頻度に伴ったコハノカマスミ亜群集に下位区分された。ちなみにクロキ亜群

集は，宮脇ら（1981）が九州地方の低地の夏緑広葉樹二次林として記載したヤマツツシーコナラ

群落に，またコバノカマスミ亜群集は銘較的高海抜地の夏線広葉樹二次林として記蔵したナカバ

ノコウヤボウキ～コナラ群落に対応している。

　障子岳を中心とした山地には，椎茸栽培のほた木の生産を目的としてクヌギ植林か比較的広い

面積て分布している。相観的にはクヌギーコナラ群集とクヌギ植林は容易に区別することかてき

るが，今圏の調査結果ては，種組成的には区別てきなかったのて，本報告てはクヌギ～コナラ群

集はタヌキ植林を含めたものとして記載された。

0．常緑針葉樹二次林

大分市の行政区界を形成している西部およひ南部の山地にあって，土壌か浅く比較的乾燥した
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：Fig．26．山地の尾根斜面など土壌の浅い立地に発達するオンツツジーアカマツ群集（安藤）。

Interior　of七he　RhododelldrO　weyrichii－Pille七戸ユdel玉sifl（，rae，　occurring　on　shallow　soil　oll

moun七aill　ridges（A粟｝do）．

尾根斜諏には，アカマツの優難した常緑針葉樹林が分布している。これらのアカマソ林は，クヌ

ギーコナラ群集と同様に，自然林が破壊された後，人為的管理下のもとに成立している二次林で

ある（Flg．26）。一l　llには，アカマツの植林もみられるQ

　　　（32）オンツツジーアカマツ群集（アカマツ植林を含む）

　　　　Rh⑪ao奮e職d貰。　weyrichii－Pi疑e鳶um（量e醸sif互orae　Su宏．一TGk．　eもSu斑at換1964（i丑d。　Pε泥πs

　　　　d「θηsε∫Zo　rα　forest茎｝i＆疑taも豊OR）　（Ta董）至e　20）

　大分市内の低海抜地の台地や丘陵地では，かつて広い範囲で生育していたアカマツ林は近年日

本中に猛威をふるったマツクイムシの被害を受けほとんど枯死し，アカマツの優占した林分をみ

ることができなくなっている。しかし海抜600m以上の山地など土壌が浅く乾性な尾根斜面には，

高木層にアカマツが優暫し，低木層にアセビ，ネジキ，リョウブ，ヤマウルシなどの低木類が高

頻度に生育した林分が局地的に分布している。これらのアカマッニ叢林は，アカマツ，リョウブ，

ヤマウルシ，ツルジンドウを群集識別種としてオンツツジーアカマツ群集に同定された（Table

20）。オンツツジーアカマツ群集はさらに，シロダモ，カナクギノキ，タンナサワフタギ，オオ

モミジ，コウヤボウキなどを識別種とするカナクギノキ亜群集とツガ，　ミズナラ，ウラジロガ



Table　21 フサザクラ

伽伽♂θαρ吻απ伽一Coη％6∫

クマノミズキ群落

ろγαo妙ρ04αcommUlli七y

Seria！　no．　　：

詮e／eve　no．　：

Altit雛de　（皿）　：

Slope　aspect　：

Slope〔圭egree　（。　）　：

Square　size　（m2）　：

Iiighζ　of　tree　layer　（田）　：

Cover　of　tree　layer　（％）　：

灘igぬt　〔〕f　subtree　layer　（酊D　：

Cover　of　subtree　layer　（OF）　：

Hig轟乞　of　shrub　layer　（m）　：

Cover　〔〕．f　shrub　layer　（路）　；

Ihgh宅　of　herb　layer　（m）　：

C‘）ver　of　herb　layer　（ほ’）　：

葉u匪ber　of　species　：

通し番号

調査番号

海抜高

方位

傾斜

調査颪積

高木麟の高さ

高木骨植被率
璽至葎当木ノ蔵｝の謬轟さ

亘廷～嚢三木ノ函植被琴蔓

低木麟の高さ

抵木届縁引率

草本届の高さ
草本層．雨雪率

出現個数

　　1

64

130

甜
42

450

2里

80

11

20

　　5

6⑪

o，4

20

40

（．．．「ω’ηrご．y’〃ζ’σ’ρ殉・〃α

　　Eκρfε1θαρ0む，0ηゴ”α

　，初1’ρα～脚∫’〃〃

　　‘4μαごわ。．1αρo月∫oα

　　Cα〃｝¢〃κワψoη1α～

POり．「轟幽r’ごん遅〃’1’「’∫）∫ω’0刀

，vεoo鱈”oμ召’ゴ轟’鶴αf‘．’

（．．’1朋ω’o川‘’〃。α〃り加’－α

z‘γ納。．り．伽2ぐ’1．～α励。～4¢5

（．

D門川～orσ，w・∫メ卿ア1η9ω脚

　ρ4α〃70ゴαρんη召1αησびう11．‘．’

　‘＼ア¢0々’ざεα　，、・召’・ズご8α

　遅r6／ノ「ご’η£｛ノσ〃κざαρρ勿’”α　v三取r．ご♂α‘〃がηαfα

．、撫励｛．y伽厨，β”9’∫

　Cθ1α．∫∫〃‘5α・’・’0蔽胤～・

P膨1’ん‘才ぬ〃層α

　POケ．、’々C乃1イ〃116ρ’40（2α1｛！0η

Po奉1．、’rズ‘加η10η暮グ1’oη・、‘

∫セ〃ご〃7κ」ム℃‘．8わ’・α

　∫∫89ηご♪9ヂ‘．〃〃〃1‘「’ρ〇二〇∫　ssp，〃～o”’・写・写’〃z（．～

　∠）’）「0ρfε’7∫～‘了0¢”ζ’

　β08ん川ε1’1α〃’ρ0〃’V¢‘．1

∫り．』燃、1．αρo加α‘・～’

、》α〃01」‘・～’ノ． b。η’α｛・～’

∫．ケ¢〃iηα、κ’ρoη1cα

・》α8・yご」．ゆ。η’cα

！1．卿η1’‘〃a・ガ9ん’1ズ

ρ画。励’二αノ叩。η10‘’

　ノ∫θ（ノθ’・α’・乃0’〃乏｝εα

ノ・堰f・αo加∫04e．㍑η昌’、勲’α

　五19F‘．～’τ〃｛η2ノ甲0η’α〃～Z

　」4ηfεη01’0ηβ1～ノわヂ”～ε

βo餉η昭”～‘凋ρ’oα～ご’

　Pr¢ノ7∫01層。ε’cα

・、4ゴαψρ’ω刀α轡ηご～fα

　P∫1ξ～α17αηκ’of

　COη’09’畠α’刀〃置8’η’8’馳’〃¢4π’

c）7’ω瞭〃げう’”耀’

　〆iζ1θηo∫fe〃〃刀α1αv召η置．σ

　1）8〃∫0η’α～・αゴ’ζ70η，、’

調査地Locations：通し番号Serial　n〔，．1

0f　re！eve：通し番場・Serぬl　no，1：0ct．

　　群落区分種
　　　　タマノミス“キ　　　　　　　　　Tl

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T2

　　　　フササ『1クラ　　　　　　　　　　　　T2

　　　　イ八九モミシ9』　　　　　　　　　　T2

　　　随伴種

　　　　ア腔　　　　　　　　　　s
　　　　ヤフ’幽ツノベ幽キ　　　　　　　　　　　　？2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S

　　　　　シ“ユウモンシ9』シタ“　　　　　　　　H

　　　　　ク「ノハラン　　　　　　　　　　　　H

　　　　　ク．スノキ　　　　　　　　　讐

　　　　カラスサ9幽ンショウ　　　　　　　　　丁豆

　　　　イヌカ國’ヤ　　　　　　　　　　　　　　T2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s

　　　　カコ“ノキ　　　　　　　　　　　　T2

　　　　シロタ『』モ　　　　　　　　　　　　T2

　　　　ヤマアシ9馳サイ　　　　　　　　　　　　S

　　　　　タブノキ　　　　　　　　S

　　　　ツルウメモト『』キ　　　　　　　　　T2

　　　　　フウトウカスFラ　　　　　　　　　　　1．i

　　　　オサツφルシタ1．　　　　　　　　　　　　H

　　　　アイアスカイノテい　　　　　　　　　　H

　　　　キミズ　　　　　　　　　lI

　　　　　ミソ『』ンタ『1　　　　　　　　　　　　　H

　　　　　クマワラヒー噛　　　　　　　　　　　　H

　　　　カラムン　　　　　　　　　H

　　　　エゴノキ　　　　　　T2

　　　　ア重星カ“シワ．S
　　　　ハマクサギ　　　　　　S

　　　　イス「』センリョウS
　　　　　クルマンタい　　　　　　　　　　　　　　H

　　　　サツマイナモリ　　　　　　　　　　　　H

　　　　　キ’ソ19タ　　　　　　　　　　　　iI

　　　　　ホソノド』カナワラヒ9－　　　　　　　　　H

　　　　ネス’9ミモチ　　　　　　　　　　　　　H

　　　　　ミ．ス’9ヒキ　　　　　　　　　　　　　　H

　　　　　コ効ソ　　　　　　　　　li

　　　　　オオバ“ノイノモトソウ　　　　　　　ll

　　　　　フモトンタ“　　　　　　　　　　　　H

　　　　　ミズ　　　　　　　　　　H

　　　　　イワカ’』ネセ’9ンマイ　　　　　　　　　H

　　　　　ヤフ’噛ソテ’ソ　　　　　　　　　　　　　H

　　　　　ヌマタ’9手コン　　　　　　　　　　　　i．1

　　　　　オオサンショウソウ　　　　　　　　　　H

：　大分青∫高由毒杜」　瓢罎釜曇鶯三月臼

3互，　1994．

5・4

1・2

1・i

1・2

4・4

1・1

2。3

2・3

2・2

2・2

2・2

1．・1

1・2

玉・1

1・1

玉。1

1q
÷・2

㊥・2

．…・2

÷。2

÷・2

マ．・2

．・・ Q

．帰2

÷

†

÷

÷

Date

57
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シ，サイコクミソハツノン，ソヨゴなどの識種別により区分されるツカ亜群集に下位区分され

た。これらのオンツツシーアカマツ群集は，中央構造線のいわゆる外報に位置する大分県南部て

記載された木叢のオンツンノーアカマノ群集に比較して，標徴種のオンッノシを欠くなど地質構

造線の内帯に位置する断片的なアカマッニ次林とみなすことがてきる。この他，大分県内では低

地のアカマンニ次林として，アラカン，クロキ，ネササなどを区分種とするネササーアカマツ群

落が報告されている（宮脇，1981）。

｝）　先駆性落葉二次林Second鍛y　forests面磁豊mteδby　p童。齢er　trees

　暖温縄地域ては，林道開発や堰堤工！・にともなう土地造成により形成された崖錐斜面などに，

高木護にカラスナンンヨウ，タラノキ，クマノミズキなどの俊翻した先1｛区性落葉二次林が発辻する。

　　　（33）フサザクラークマノミズキ群落

　　　　1『配P6ε1εαρ01〃απ（9rα一〇〇r7π乙sわrαcゐ即odαco憩mu麓iもy　（Ta嚢）里e　21）

　高崎山の東側斜面下部の沢沿いには高崎山火由岩か風化崩壊して堆積した岩礫崖釦斜面が形成

されている。礫の移動が起こりやすく，また湿潤な土壌状態にあるこれらの墨f｛1斜面には，高木

Rg　27　山地の崖錐斜爾に発達する先駆陸二次林のフサザクラークマノミスキ群落（高崎山）。

　Inte1獅of　E～ψ♂8Z8αカ。り・鋭41α一Coη～乙f5δ1’61～yカ。伽communltv，　occumng　oll　slopc　along

　r轟Vmc　Olt　Tal《asal・・一yama）
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層に落葉樹のクマノミズキが優占する一方で，範高木層や低木層には，ヤブツバキ，シロダモ，

カゴノキ，アオキなどヤブツバキクラスの常緑植物が高被度に生育した林分が分布している

（Fig，27）。ヤブッバキクラス域にあって，崩壊地など不安定立地の先駆的な落葉樹の優占する二

次林は，クマノミズキ，フサザクラ，イロハモミジ，ジュウモンジシダ，クリハラン，オジズル

シダ，キミズなどを区分種とするフサザクラークマノミズキ群落として区分された（Table　23）。

九州地方では長1埼県の多良岳山麓の渓谷地の渓畔林としてミズキーウジノキ群落が報告されてい

る（伊藤i，1973）♂

Q．植 林Forest　p互anね奮ions

　日本では，利用底値の少ない自然林を伐採した後，経済木として利用価値の高いスギやヒノキ

を植林するなどの林業経営が一般的に行われている。この状況は大分市においても同様で，丘

陵，山地の大部分はスギやヒノキの人工林で占められている。

　　　（34）スギ・ヒノキ植林

　　　　Or卯fo配εrεαノ即。πε｛ラαa蝋d　C1εα7παεc〃pαrε8　06オμ8α　forest　p歪an重a毛io聡s（Tab蓋e

　　　　22A，　B）

　大分市内の丘陵地および山地の大部分を占めているのがスギ，ヒノキなどの用材生産を目的と

した入工林である。とくに市南翻の霊山江麓および県民の森のある障子．岳匡麓，そして市東部の

九六位山酔麓には，大規模なスギおよびヒノキの人工造林地が広がっている（Fig．28）。今回の

植生調査では，申事田地区の山間谷部の比較的土壌の湿潤な立地に植栽されたスギ櫨林と海抜

600m前後の障子岳に連なる山稜部においてヒノキ植林が調査された。スギ植林の林床の草本層

の植被率は80％と高く，ドクダミやホウチャクソウなどの草本植物の他，ミゾシダやシケシダな

どのシダ類も高被度に繁茂している（Tal：）le　22　A）。一方，ヒノキ植林の林床の草本層の植被率

は5％と低くい（Tal）le　22　B）。ヒノキ・植林の低木層にぱ，シロダモ，ネズミモチ，アオキなどヤ

ブツバキクラスの常緑低木類が高被度に生育していることから，本地域の潜在自然植生として，

ヤブツパキクラスの植物群落の中では最も高海抜地に分布するミヤマシキミーアカガシ群集また

はこれまでの調査では確認されていないコガクウツギーモミ群集などが考えられる。

　　　（35）ク臼マツ植林

　　　　pεπ配8オ乃ωπわε｝rσだforest　planもa重訳無（Tab濫e　23）

　別府湾に面したかつての砂浜海岸の後背砂丘地は，虚誕化および産業立地化されほとんど残さ

れていない。その中で，中ノ洲の海岸埋立地に隣接する松原緑地には，比較的広い範囲で後背砂

丘地形が残されている（Flg．29）。この松原緑地内の砂丘地には早くから，海岸の飛砂防止林と

してクロマソが植栽されてきた。今回植生調査されたクロマソ植林は，群落高が18mに達する壮
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A
B

　　　　　　Table　22，植林Forest　pla孟ations

：スギ植林Cγ炉。彦ω”θ卿グ砂。，②磁forest　plalltation

：ヒノキ植林Cゐα磁αθoγカα7お。腕砂‘∫αfores七plan七ation

Commロnity　type：

Serial　no．　：

Releve　no，　：

Altitude　（顕）　：

Slope　aspect　：

Slope　degree　（。　）　：

Square　size　（㎡）　＝

1｛ight　of　tree　layer　（m）　：

Cover　of　tree　layer　（％）

Hight　of　shrub　layer　（m）

Cover　of　shfub　layer　（％）

Hight　of　herb　layer　（斑）　：

Cover　of　herb　layer　（％）　：

煙uuiber　of　species　：

群落区分
通し番号

調査番号

海抜高

方位

傾斜

調査面積

高木層の高さ

高木層植被率

低木層の高さ

低木層間被率

草本層の高さ

草本層植被率
出現種数

　　1　　2

185　14
80　120

　　－　　w

　　O　30

200　4GO

25　22
80　90

　　1　　4

　　5　40

0．5　0．3

80　　5

28　27

Cリク砂η1召ノ咀ノαノopoη∫oo

群落区分種

　　スギ（植林）　　T1

群落区分種
　　ヒノキ（植林）　　　罰

ヤブツバキクラスの種

　　ネスφミモチS
　　チャノキ　　　　　　　S

　　ベニシダ　　　　　　H

　　シロダモ　　　　　　S

　　ア許　　　　　　　　S

　　テイカカス“ラ　　　　　　　　　H

随伴種
　　イヌビワ　　　　　　S

　　ヘクソカス　ラ　　　　　　　　H

5・4 ●

c加1ηo鰐ρor∫∫o伽∫o

　　〃gzぜ5〃’μ’ηノ4ρoη’cκη1

　　勤王∫加θηム・1∫

　　D1ア9ρ彪”醜り・’んノ’030rα

　　ム1801”∫εα5θノゴ‘召α

　　澱14ごμδαノαρoηど。α

　　乃’oo舵～o貫ρθ”η桝〃10510’ゴ。μ〃～f’η彪r’ηθ4’～鼎

　　no醐召rθo∫α

　　Pαθ4θ厚α∫oαη虎η∫

■

÷

十

斗

。

●

o

÷・2

　÷

5・5

2・2

　●

　●

3・4

＋・2

÷・2

十

÷

出現1回の種Other　companions：Serial自。，1：∫fθgηρgrα〃」η1αρozo∫ssp．η10〃’∬”ηα

ミソ“シタ“ @H－2・2，Ho置イ”zり2η～αooノ・‘ゴα’α　ト“クタ’鴨ミ　｝1∴4・4，　R鐸δμ5～刀ぜε㎎θrf　フユイチコ“　｝1－2・2，

0ゆα’・ノ。ノ卯。η’oo　シケシタ“　｝｛一303，05’ημηぬ∫ゆ。η’oo　セ“ンマイ　｝1一÷・2，　D∫萌ワorμ’71∫θ55〃θ　ホウ

チャクソウ　H－1・2，五〇ρ∫oηα乃z〃，1’1∫∫　ヤフ“タヒ“ラコ　H一＋，Po1〃α∫卿。η’oα　ヤフ“ミョウカ“　H一÷・2，

4r∫∫αθ脚1伽g醐5ムサシアブミB一÷，　Dθ∫’η04∫1〃刀ρ04000胆∫μ切ssp，　o棚ρ々y11μη1ヌスビトハギH一

＋，！40毎・’・αη∫乃θ∫う14召ηごαごovar．∫o’71θη’o∫α　ヒナタイノコス“チ　H一＋，　Coη’ogro〃1〃7¢ノ。ノフ。η∫oα　イワカ“ネソ

ウH一÷。2，（勿〃∫’，～θημ∫μη4μ～α’⑳’～μ5var．∫ゆ。濯’oμ∫　チチ“ミサ“サH一＋92，．4なかη∫αノζ㌍oη∫oα　ハナ

ミョウカ“ @H一÷，／15’θrα9θノ・α’o’ζ1θ∫ssp，α’♪㌍！θκグ∂Z∫μ3　イナカキ“ク　H一＋，　Rαημησμ’z｛∫5’」εノ・｛ノわ〃μ5　キツネ

ノホ“タソ　H一÷，80e毒規ε鯉αη∫po～1oηごvεα　var．Oo月ooどor　アオカラムシ　H一＋，／1～・αchηご。飽ε∫ξηεP々。ご0～’var．

ηz6び∂ノ・　オニカナワラヒ“　H一＋，ル存σroJ曜ガα〃1α㎎’ηα∫α　フモトシタ“　H一三，（コα’・ぬ〃がηθ1”4フα頁εη5　シ“ヤニン

シ“ンH一÷，Oxα々∫oorη～o〃α∫α　カタハ“ミ　H一＋，の乃’orr乃ゴzαノ姫。κ’oα　サツマイナモリ　｝｛一＋鰺2，　2：

Cα」〃ooηフ（7’，～011∫∫　ヤブムラサキS一＋・2，ノ∫θZw’㎎1α∫卯。η’oo　ハナイカダ’㌧S一＋．2，εy即1000∫

oorθoηα．タンナサワフタキ“　S一＋ロ2，．4η㌍θ1（ψ∫’591αη4μ～o∫αvaぼ．んθごθrgρ妙110　ノブφト“ウ　S一イ．，

理γ6かαη9θα飯’θo－vθη03α　コカ“クウツキ“　S一＋・2，Zαηr乃。遷y1μ’22ρ4）θr∫∫μ〃2　サンショウ　S一＋・2，

Prθ’”ηαノ卯。η∫oo　ハマクサキ“　S一÷，　Poμrf乃’αβαvξ」！o∫αvar．1αεv’5　カマツカ　S一÷，レ7わ鐸～フ7μ〃1

411αro∫μ〃～　カ“マス“ミ　S一手，・（コ碑）乃010！ακμ3乃αrr∫η9’oη’α　イヌカ“ヤ　H一季．（みフ〃∫η～（ヨημ∫μηゴz｛1αrウrわ1’～イ5

var，ノ卯。η’ごμ∫　コチチ“ミサ“サ　K一手，．4r’5αθη2α’o∫αθη∫ε　アオテンナソショウ　H一＋の2，　Rぬμ5’r’o乃ooαηワ。　ヤ

マウルシ　H一＋，」Rμわμ31フα〃刀α∫μ∫　ナカ“ハ“モミシ“イチコ“　H一÷●2，3∫αo乃甥rμ51つrαεcoκ　キフ“シH一÷，

、4’αη9∫μ’ηρ1αrαη⑳1／2イ’ηvar．’r’～oδμ’2＝　ウリノキH一÷，　C《zoα」∫α兎zη勉rα⑳〃。　var．δμ’う｛々rα　タマフ“

キH一＋・2，Pθ～・り・α∫oαη飽η5　コウヤホ“ウキ　H一＋・2，σorηZf∫’”ζ～or（ψ妙～1α　タマノミス“キ　H一＋，

レセ「o∫「μη11ηζzζ～dゴ∫var。〃～ααoた’o／4θ3　ホソバ“シュロソウ　H一＋．

調査地Locations：通し番号Serial　no，王：大分市中判田2＝大分市県民の森　調
査年月環沿ate　of　releve：通し番号Serial　no，1：Hay　i4，1995、2：0ct　24．

1994．
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耀
諜講叢叢

　餓睾

　　Flg　28　霊山山麓の大部分はスキ・ヒノキ植林て覆われている。
C礎勧観α仰・，？7・αand　C1～α”？鰯ρ侃s・b≠レ∫sαfGres七plan七at・ons　c・vcr　m・st　Gf

the　nユoun七am　slopes（M七　Ryouzen）

Flg　29　海岸近くの旧砂丘地に植萩されたクロマン林（松原緑地）。
Physlogllomy　of　P？規‘3！乃洋陶わ6アg72　forcst　planta七1on　on　tlle　coastal　dune

（Ma七subara－Ry・kuchD
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Table　23．

　　Serial　no，　：

　　Releve　no．　：

　　AltRude（m）：
　　Slope　aspect　：
　　Slope　degr¢e　（o　）　：

　　Square　size　（m『）　＝

　　Hight　of　tree　layer　（m）　＝

　　Cover　of　宅ree　layer　（蹴〉　：

　　Ilight　of　herb　王ayer　（匪）　：

　　Cover　of　herb　ユayer　（蕩）　＝

　　Nu皿beτ　of　species　：

クロマツ植林P襯鷹疏醐68γ8麗forest　plalltatioll

通し番号

調査番号

海抜高

方位

傾斜

調査面積

高木届の高さ

高木届植被率

草本暦の高さ

草本層植被率

出現種数

　ユ

65

　3

　0
2GO

18

70

e．2

30

26

P融∫f加肋8’創

るノβoρθ卿副〃

ゐ～α4～αα脚μαf‘」

P’9πωπω〃’α’ゴ∫

」脚0π’ア1層。αηηわ¢ηぶ

　ごα1α脚9ノ襯fガ加た。η8η∫加

　1．？01α7｝1粥4∫んごノ・’oσ

加ρ．醐α卯090η0漉ざ

　σoの・＝醐ひ〃‘π紹η∫’5

ノ～Fイη紹καCθτ0∫α

　cωア郡燃goな吻1ひ伽刀
　Gηαρんα1脚～∫フ召η夢・～v翻α‘〃～

　∫幽r～αρ瑚〃〃α

加，δη”ゴααηωπ／ノ・’α

伽ro40ηsひ．

κFイη～川¢”OWκ」ぶ’”妬α

Pα面¢1・’‘’ぶ。α認8榔

加圃。μ爵9～醐4～‘～‘λ了α、芝【鵬17α岬吻・～～σ

　C幽、yぶ耀η窩vaI’．、即。η∫oα

　（）アε1’1‘ざσωηρ”e5ぶFイ∫

御召。罐己砺8r⑩〆わ～’σ

加囎ψノηρyωfグ。〃ηo∫‘｝ノ卿

P1’¢〃1ηαノαρoη’oα

β蜘η∫ρ〃。∫α

　c81αぶr～』置‘ぶ。ノ・うゴαご1α’鄙

　鋤・励。～卿診副rぶ

群落区分種
　クロマツ　　　　　　　　　　TI　4撃4

　コヤフ“ラン　　　　　　　　11　雀62

随伴種
　スス“メノヤ1∫　　　　　　　Ii　2顧2

　メヒシバ“　　　　　　　　　　H　　2唇2

　キツネノマゴ“　　　　　　　　il　ユ●2

　ヒメノカ“リヤス　　　　　　　H　ユ●2

　スミレ　　　　　　　　　　　H　玉騨2

　コオニタヒ“ラコ　　　　　　　II　1騨2

　オオアレチノキ“ク　　　　　　H　÷瞳2

　λイハ“　　　　　　　　　　駈1　÷馨2

　サシ“カ“ンクヒ“ソウ　　　　　ll　÷・2

　チチコグ9サモト“キ　　　　　　Ii　÷圏2

　キンエノ］ロ　　　　　　　　　H　 ↑鳴2

　センホ“ンヤヴ　　　　　　　　　il　7。2

　ツヤコ“ケ　　　　　　　　琶　・02

　ヤハス“ソウ　　　　　　　　　　li　　一

　ヘクソカス“ラ　　　　　　　　H　　→

ll；ドウ　に

多1；1：籍，に
　コマツナギ“　　　　　　　　　Il　　÷

　ハマクサキ“　　　　　　　　　　 H　　 ↑

鵜㌘　｛｝1
　ネス1」ミノオ　　　　　　　　　　琵　　マ

調査地Loc畿ions：通し番号Serial　n〔L　1：大分市松原公園　調査
年月E｝Date　of　releve：通し番号Serまal　no，1：Nov，19．1994，

齢林であるが，クロマツ林の林床には刈り取りなど定期的な人為的管理により亜高木層や低木層

を形成する植物はみられなかった。また草本層には，スズメノヤリ，メヒシバ，ヒメカンスゲ，

スミレ，キツネノマゴ，コオニタビラコなどが比較的高被度，高頻度に生育しているが，やはり

頻繁な刈り取りによりいずれの植物の草丈ぱ20㎝程度となっている（Table　23）。臨海部の後背

砂丘地の潜在自然植生として，イノデータブノキ群集が考えられる。

R．竹 林Ba瓢boo　groves

　スギ，ヒノキ植林と同様に，大分市内の低地から山地に至る間の代償穂生を特徴づけているの

が，モウソウチク，マダケ，ハチクなどの竹林である。これらの竹林は，食用の筍の生産を目的

として，農家や山村の周辺に広く植栽されている（Fig．30）。
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Flg　3り　山地の大部分は．マダケ林，スギ植林などの代償植生て占められている（実義）。

Subs七1七utc　vcgct‘しtlon　such　as　a£fole5七aも10n　of　C耽y／）≠01？381’～αフ‘‘カ。’z匹。αand　Pんy♂♂05忽。ゐy3

ゐα1フ2ゐz‘∫o痂∫baml，oo　grove　cover　mQ5t　of　thc　Inountam　slo玉）es（S、nehユra）

　　　（36＞マダケ林

　　　　plzμZo8‘αcゐ〃s　bα，πδ～‘80ε｛～θs儀）am1）o◎gr｛｝ve（Tabie　24）

　山地の大部分を占めているスキ植林やヒノキ植林ほどてはないか，比較的広い而鎖て農家の異

山や山伺の植生景観を特微つけているのかマタケ林てある。マダケ林の林床には，キヅタ，テイ

カカズラ，ネズミモチ，マンリ・ウ，ヤフランなとやフツバキクラスの常緑獲物が多数生育して

いる。この他，フユイチゴやクサイチゴなどのキイチコ煩などか高難度に生育している（Table

24）。

　　　（3η　メダケ襲撃

　　　　PJθεoδ1αs加s　s伽。π琵CGmmu烈ity（Taめle　25）

　大分市内を流れる大分川やその支流の七瀬川，そして大野川沿いの堤防尻に接した河川敷に

は，群落高か6m前後のメダケが密生した線分か比較的広い面積で分布している。これらのメダ

ケ群落の林床の葦本義の植被率は5％と低く，ヤエムグラやスキナなどか低被度に散生するにす

ぎない（Table　25）。
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Table　24．

Seria！　no．　：

Releve　no．　：

Altitude　（m）　：

S圭ope　aspect　：

Slope　degree　ぐ　）

Square　size（㎡）

マダケ林P勿Z♂0∫彦α0妙∫ろαη¢醜渉30擁∫bamboo　grove

難igh宅　of　tree　！ayer　（訊）　：

Cover　o負reeユayer（％）：
Hight　of　shrub＝Layer　（田）　：

Cover　of　shrub　layer　（％）　：

Hight　of　herb　！ayer　（m）

Cover　of　herb　！ayer　（懸）

軒u田ber　of　specles　：

通し番号

調査番号

海抜高
；方位

傾斜
調査面積

高木層の高さ

高木層植被率

低木層の高さ

低木層植被率

草本層の高さ

草本試植被率

出現種数

　　i．

161

120

NNW
ユ5

玉50

18．

80

　　2

10．

0，8

6⑪

43

1）ifferential　s　ecies　of　comm．

P勿ノ〃05∫α0勿25うω♪め1イ∫0’4θ∫

　落区分種
　マダケ　　　　　　　　　　　T2　5・5

ヤブツバキクラスの種
　丹（～ゴ81・αr／70〃1δθα

　　7）實0んθ10解θ〃ημη～α5’αが。μ〃～f’η∫β〃〃θ4∫μ〃Z

　五∫9κ∫11？〃η∫ζ4）0刀ノα‘〃Z

　〆irゴ～5’α（7ノ・8ηζπζz

　ノ’8κoん’η8η．～・’3

　五∫ノ”叩θ〃〃イ・～’α〃層1

　1望α’ηo幽ρ乃ノ招10ηo｛や1∫α

　盛必αoん～1ぜ∫論r〃7うθ’9∫∫

　　C海ηα｝π0｝｝歪7｛｝｝筆0ω｝り）鳶0’畠α

　，41‘α4δαノ叩017∫0α

　　Gα’・48η1α〆α．y’〃’η014θ5

　∫々π、∫’αノζψ0η10α

　　9μe’‘αイ∫91α～ご。α

　　7）’oo毎℃ωアπ5．や”f1ぜηθ’

　」＞8011f、y8α∫ε’ゴ。θζ～

　　7力8α．y〃7θη．～幽’ム’

　　Cにγep’α∫αρ0癬Cα

　／～8ぎ～・o’～イηゴ。

　　甲状㌍10ご051κ0’4α

　ノぞ1めん5う’‘8ノ蓬ζξヲ’”

　　（：ン”ω’〃11ρ〃ノ～）’■fμη¢’

　ノ～～ご～η‘、y／7～’・、∫～∫ηイ．∫

　ノ～～こう1αω9y～

　ノ1ρんα〃αηfわ8αざρ91宕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　ノ～θA二〇’層8ηαfζ1

　∫）‘（～〃．∫〃〃ご1fJ．／1ゴ‘1

　λταη4〃7α（ノ0’η6～、y「’ごσ

　　Cε〃∫5辞η8η、Y1ぎ　V毫夏ゴ．ノαρ0η’0α

　ノ；亨。’イ．～幽ε1層目σ∫α

　　C81ζ為・’，W．yoノ・匠）’0μ1α～’ご占・

　五 ｛0の，1〃κ∫ノ‘ψ0加αごぶ

　30¢カ〃1ω層～αηψ0ηθηハン召α

　．〆｛0勿，’て～〃ん計う此～召η’躍αVこぼ・∫ゆ0η1Cσ

　乙0加（濯1層α．彦｛ρ0η∫ごα

　〆1〃胆θ！（㌍∫1湿91αη41‘105ご’．var・乃θ紹ヂρρ勿”召

　〆1”α0んη～048ぶ．y1〃4フ”C∫0”Var，〃κ〃01’

　Af～ご’圃01即1α〃1ω著ζ～η‘Jf（τ

　　ρめ〃脚4ざ8〃7ぬ～岬∂1幡var・．ゆ・η’αイ5

　」つ1ン硯）館”∫ぎ1‘1αラ1冒

　王）1．盟。”π〃’ぶe、∬ノ1e

　PoりWθごん7〃〃10η9ψ’o／73

　γ1∫々y1宥〃刀ηノρ0η1α〃〃

調査地Locations：通し番号Seria！no．1：大分市河原内
releve：通し番号　Serial　no．　1：　酬ay　12，　1995，

　キヅタ

　テイカカス辱」ラ

　ネズミモチ

　マンリョウ

　ナナミノキ

　ヤブラン

　カゴノキ

　タブノキ

　紙片
　アオキ

　クチナシ

　ヤツデ

　アラカシ

　シュロ

　シロダモ

　チャノキ

　勒キ

　クロカー』ネモチ

　如キ

随託種
　　フユイチゴ

　ヤアソテツ

　ク翼チゴ

　アカネ

　ムクノキ

　イヌツゲ

　イノモトソウ

　ナンテン

　エノキ

　イヌビワ

ツルウメモドキ

マサキ

カラムシ

ヒカケ’』イノコス魑’チ

スイカズラ

ノブドウ

ォニカナワラビ覧

フモトシダ

3チチφミサ’』サ

クマワラビ

ホ好ヤクソウ

ァイアスカイノテ“

イヌワラビ

調査年月日 Date　of

S

S

S

S

S

S

S

s

S

S

S

H3・3
H2・2

Sl・2
Sl・2．

Sl・2
｝11・2．

S＋・2

S÷・2
　　　軍

†

予

÷

十

÷

÷

÷

→．

÷

÷

｝12・3

112・2

1．Il・2

．H　＋・2

S÷・2

S＋・2
．1．i

S

S

S

S

S
I．I

I．l

II

I．i

B

i．i

｝l

I．l

li

l．1

｝．1

÷・2

　÷

壕．

÷
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Table　25．　メダケ群落PZ8のわ」α5’z∫5∫伽zo7痂community

Serial　no．　：

Re短ve　nO．＝

Altitudeω：
Sユope　aspect　：

Slope　degree　（。　）　：

Square　size　（m2）　：

i｛ight　of　shruセ）1ayer　（鋤）　＝

Cover　of　shrub　layer　（怒）　：

Hight　of　herb　layer　（膿）　：

Cover　of　herb　layer　（％）　：

Nロ観ber　of　species　：

通し番号

調査番号

海抜高
：方位

傾斜

調査面積

低木層の高さ

低木層植被率

草本層の高さ

草本層元応率

出現種数

　1
177

45

　⑪

4G

　6
90

0．3

　5
10

　P／召10う～αぶ々創．y∫〃～0η∫1

　Gα111ζ〃疹ρ1イ〃～ζ〃2、「ar．80んηo柳ε～”20η

　Roぶα〃〃‘1姻。凋

　C1アρ∫o∫αθη1αノζ’ρoηノ。α

　ノ1ゴ5μ∫召μぬoo〃‘5

　R7かαω濁・∫

　鞠～イ∴yθ∫1〃〃ご1”v8η5ε

　！了ωゴω〃1η8‘仰θ励01”α∫‘1

　5ノθ9εぎ乏）θごた∫α01ゴε所α1鳶ssp．∫刀めayo幽ぶ

　，4吻〃て卿伽ろ漉贈∫αvar．∫o〃1θη10∫α

調査地Locations二通し番号Seria！no．
reieve：通し番号Serial　no．玉：May　5。1995．

1：大分市平横瀬

群落区分種
　メダケ

随伴種
　ヤエムグラ

　ノイバラ

　ミツバ

　キショウブ

　アカネ

　スギナ

　ヒロハコンロンソウ

　メナモミ

　ヒナタイノ3ス“チ

　調査年月日Date　of

115・5

H

H
｝I

H

H

H

H

H

H

÷・2

十

子

÷

S．低ホーマント群落Shrubs　a烈d　foresもedge　commu汎ities

　森林と草地が接したいわゆる林縁都には，陽地生の先駆低木類やツル穂物で構成された低ホー

マント群落が帯状に発達する。

　　　（38＞ニシキウツギ群落

　　　　魏ε9εZα　dεcorαcommu灘i重y（嬰ab豆e　26）

　高崎山の哲側面麓にはススキ草原が比較的広い面積でみられる。このススキ草原と接して分布

するコナラ一次林との聞の林縁部には，ニシキウツギの優占した低ホーマント群落が所々にみら

れる。これらの低ホーマント群落は，ニシキウツギ，マルバウツギ，ウツギなどの低灌木類で特

徴づけられるニシキウツギ群落に同定された（Table　26）。

T．伐採跡地植生Vegetation　in　cleared　areas

　スギ，ヒノキの植林やクヌギーコナラ群集などの二次林が伐採された跡地には，ナガバモミジ

イチゴ，クマイチゴ，クサイチゴなどのキイチゴ類が多数混生した伐採跡地植生がみられる。



66

Table　26．　ニシキウツギ群落π勉86♂α4θoo雌community

Serial　no．　＝

Releve　no，　：

Altit“（圭e　（田）　：

Slope　aspect　：

Slope　degree　ぐ　）　：

S（luare　size　（m2）

…light　of　shrub　layer　（凱）　：

Cover　of　s琵rub　ユayer　（箔）　：

Hまgh宅　of　herb　layer　（康）　：

Cover　of　駐erb　layer　（箔）　：

醤u田ber　of　species　：

通し番号　　　　　　　　1
調査番号　　　　　　　　168
海抜高　　　　　　　　100
方位　　　　　　　　　　翫
傾斜　　　　　　　　　　34
調査面積　　　　　　　　10
低木層の高さ　　　　　　　　3
低木暦醤蝦率　　　　　　　　80

草：本届の高さ　　　　　　　0．4

草本層植被率　　　　　　　50

出現種数　　　　　　　　29
Differe轟tial　s　ecies　of　co皿m．

　レ晦碧θ’αゴθωノ’α

　D召置ご’z’σ∫ゆヂ。

　Dα‘’訂αor8ηα’α

β・α・岬・鰍・・～・・ん’・8剛ψ胃

　βo餉η」θ’ゴα遡。αごα

　エ）’ア9ρfβ鳩1αoε’「α

　N¢01’Lyβα5θノゴ0βα

　R，‘う～fぶ乃〃すτ撫∫

ノモrめ1‘紬～‘θ’・σθ〃

　　　　む　尺’7π島ぞごoc¢ゴα肥α

欺εわ’α9細α∫α

ノ～oぶ。’η皿山’ζ’

五二f翻’1｛’〃。わ’」‘51弄∂〃κ’刀

・、イ1α圃。～θアπ”〃α響！ηαfα

挽ぶごπoαρ‘’ハ・な～1｛〃～α

　0ポ〃∫～‘ηゴα河フ。鷹α

α1寡伽lo～’go吻・～1’‘〃1

βご88η09劇’〃κ’ρ・二・1SSP」〃0～撫〃♪～ζ’

Rfめμ卿αハ・｛〆∂1〃‘が

擁1‘α‘～7の卿。η’α1

E～ぜ。π，η〃κ∬’の01認‘1η～冨

σα1’1‘川ゐアf励ω1、，砿8翻ηo詞ρθ’フ♪10η

ノ野川〃」ηψoη1ご1‘〃〆

肋r釧。’oη．〃の〃肥

　レ7ご）～α9リアフocεノ’円

田i1層’ぶ。β1〃α∫81γζ1ρ‘〃1

∫ω’乏η‘α｛ぶ1’ασθ〃10∫αSS1）、ぶ～♂フ01ゴ’研σ

R1ご～，’αα’幻ゴ

coco’〃1イぶ。’・～，’c’‘～θfπ∫

releve＝通し番号Seria／籠（，，　i：麺ay　13，1995，

群落区分種
　ニシキウツギ

　マルハ“ウツキ♂

　ウツギ

　コウゾ

随伴種
　コアカソ

　クマワラビ

　シロダモ

　ク塀チ］“

　フユイチゴ

　ハゼ

　アケビ

　ノイバラ

　イボタ井

　フモトシダ

　ト承“シカ“ラ

ゼンマイ

ノハラアサ“ミ

　ミゾシダ

ナワシロイチコ“

アオキ

マユミ

ヤエムグラ

イヌワラビ

ミズヒキ

タチツボ“スミレ

ムラサキマムシク“サ

ニワトコ

アカネ

アオッツ“ラフン“

1；二l

l｝＝｛

ll：l

l｛：l

l｝：l

ll：1

濫：1

｛に1

｛にl

l∵
ll；

1｛；

｛｝1

臣
ll　÷

調査地LocatloRs：通し番号Serial　no．1：大分市高如奇Ll」調査年月日1）ate　of

　　　（39）タラノキークマイチ：ゴ群集

　　　　Aralio－Rubet腿m　craもaegifolii　Nakagoshi　i漉Miyawaki　1983（Table　27）

　山地のスギ植林やヒノキ植林が伐採された跡地には，パラ科キイチゴ属のクサイチゴ，ナガバ

ノモミジイチゴ，クマイチゴの他，ウツギ，ヌルデ，ヤマハゼなどの低灌木類やコボタンヅル，

ノブドウ，スイカズラ，アケビなどツル植物が多数繁茂した植分が発達する。これらの伐採跡地

の植生は，クマイチゴ，ナガバノモミジイチゴ，ヌルデを響胴種としてタラノキークマイチゴ群

集に同定された（Table　27）。障子岳山麓部で調査されたタラノキークマイチゴ群集の植分には，

ススキをはじめ，ワラビ，オオアブラススキ，ツクシアザミ，ヒヨドリバナ，ツリガネニンジ

ン，ヒキオコシなど二次草原としてのネザサーススキ群集との多数の共通種がみられる。



Table　27． タラノキークマイチゴ群集Aralio－Rubetum　crataegifolii

Serial　τ】o．　：

Releve　no，　：

Altitude　（願）　：

Slope　aspec亡　：

Slope　degree　（。　）　：

Square　size（㎡）：

1．Hght　of　shrub　］．ayer　（田）　：

Cover　of　shrub　layer　（器）　：

Hig熱t　of　herb　！ayer　（m）　：

Cover　of　herb　layer　（％）　：

Number　of　species　：

通し番号

調査番号

海抜高

方位

傾斜

調査面積

低木層の高さ

低木層植被率

草本層の高さ

草本層植被率
出現種数：

　　1

16

610

SE

28

12

　　1

10

0．5

80

36

　　R加∫ノαv傭。αvar．ノ’oκδ’‘1’9が

　　Rμう1イ・ワαみ〃α々‘・雪

　　R’伽｛．∫oノ’礁¢g⑳～～1イ5’

　効．～でαηご加∬加εη．∫～∫1

　　ρρ1綱ε鵬μηゴ1イ1確1わ1～μ，y

　　R～｛ろ～ムy乃ノ，・．躍rμ．y

　　・4虻θグ㎎召”o’of∂虚，∫ssp．1θ19ρ々y〃μ・～’

　　P’ε1’ノ4伽～α91〃加’‘川w．1α∫～μ・∫α411〃刀

　　Cα1α’照91’o、鴨ω層μη伽oo8αvar．わノ’αo々y’1励α

　　c乃α微θ（りPα’プぶ。わ∫μ．yα

　　五）εμ亡ゴαoノ・εηα‘α

　　cか伽〃．～『’｛がζ11μ〃～

　　Eゆ。！or加〃・伽召η．∫εw．卯P・．頭繊1イ〃～

　　P紹ゴθ1ゴ。、yωη虎η、～・

　　βo餉〃7召”1α．～ア～oo∫α

　　C1θ1〃α∫1．預ρ∫ご1∂11αvar．わ細’馴。

　　H〃胆θ19ρ5f．∫91αη41〃・ぶ・var．んθ8θ”（助”α

　　五〇η∫o召ノ’α．ゆ。η～oα

　　｝b～イη91α48〃∫’α‘1α’‘1

　　勘04砂090η．y伽’ノα｛，y

　　（：：ン。～09アマω｝～〃κ’αα〃η加αρぜぶ

　　尺μゐ1αω憩厚

　　81’α吻ジ0411‘〃1．リゾ、・ご’∫101〃〃

　　Rαわ40∫∫oノψo鷹α

　　∫80吻・μ〃～ぶρ肥。α℃

　　．ん191ム∫’1’μ〃1ノヒ｛ρoηノ01ぜ〃1

　　R加、籾・1v召．～『∫’ゴ．y

　　α0、yご01’εα．ゆ0刀ノ0α

　勲8わ～α91イ伽’α

　巨群ηρ助。”αゆめ物、・ar㌦ゆ。η∫α～

　　〃7．∫’ε19ノαゐ1’α・励・∫り・ぶ

　　0，了〃1μηぬノ’9ρoη～oα

　勘・ηo廟のσρoη～oα

　　／）1‘¢，・ω・ノα10Z）αごα

　　Zα勧α9・11イ〃ψ膨1ゴf～〃”

　　＆刀ノ10κoんηα

調査地Locations：通し番号Serial　no．　i：
releve：　逓し番・遷｝　Serial　rlo，　玉：　Oct．　29．

　　　　　　　　　　　　群集沸湯種

　　　　　　　　　　　　　　ヌルデ

　　　　　　　　　　　　　　ナカ”ハ“モミシ“イチコ“

　　　　　　　　　　　　　　クマイチゴ

　　　　　　　　　　　　随伴種

　　　　　　　　　　　　　　ススキ

　　　　　　　　　　　　　　ケチチ』腫ミサ　サ

　　　　　　　　　　　　　　クサイチゴ

　　　　　　　　　　　　　　湘ヨメナ

　　　　　　　　　　　　　　ワラビ

　　　　　　　　　　　　　　ノガリヤス

　　　　　　　　　　　　　　ヒノキ

　　　　　　　　　　　　　　ウツギ

　　　　　　　　　　　　　　ツクシアザミ

　　　　　　　　　　　　　　ヒヨド’リノベ’ナ

　　　　　　　　　　　　　　ヘクソカズ’ラ

　　　　　　　　　　　　　　コアカソ

　　　　　　　　　　　　　　コホ”タンツ「」ル

　　　　　　　　　　　　　　ノブ申ト、㌧ウ

　　　　　　　　　　　　　　スイカズラ

　　　　　　　　　　　　　　ヤクシソウ

　　　　　　　　　　　　　　オオアフ　ラススキ

　　　　　　　　　　　　　　ホシダ

　　　　　　　　　　　　　　ア赫

　　　　　　　　　　　　　　ヤマカモシ「髄ク　サ

　　　　　　　　　　　　　　と耕コシ

　　　　　　　　　　　　　　キブシ

　　　　　　　　　　　　　　ネズミモチ

　　　　　　　　　　　　　　ヤマハセー’

　　　　　　　　　　　　　　ヤマノイモ

　　　　　　　　　　　　　　アケビ

　　　　　　　　　　　　　　ツリカ9腫ネニンシ“ン

　　　　　　　　　　　　　　ヤマフジ

　　　　　　　　　　　　　　ゼンマイ

　　　　　　　　　　　　　　イタドリ

　　　　　　　　　　　　　　クズ

　　　　　　　　　　　　　　サンショウ

　　　　　　　　　　　　　　サルトリイノベ’ラ

大分市県民の森　調査年月日Date　of
1994．

H÷・2

H　十

H　十

H3・4
113・3

H2・3

H2・3
112・2

蘇2・2

Sl・2

S1・2
1i　1・2

1i　1・2

11玉・2

H1・玉

ll÷・2

1．B・2

｝B・2

11十・2

H十・2

H÷・2

H÷・2

11争・2

11÷・2

S

S

S
｝｛

R

H

H
I．I

H

H
I．1

1．1

†

十

÷

÷

十

十

↑

斗

十

÷

67
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U．．二次草原Secondary…neadow

　自然遷移のまま放置すれば森林に移行する土地でも，林道沿いの法面などの土地造成により生

じた空き地や定期的な刈り取りや火入れなど人為的な管理下に置かれた土地には，ススキの優占

した二次的な草本植生が成立，持続する（Fig．31）。九州地方では隠蘇の中央火口丘の火山灰地

を中心としてススキの優黙した各種の二次草凍が発達している。

　　　（40＞ネザサーススキ群集

　　　　ArundiRar三〇pygmaeae－Miscanthe加m　siRensis瀬iyswaki　et　Ito膵1974（Table　28）

　大分市の低地から山地にかけて広い範囲にわたって，ススキの優議した二次草原が分布してい

る。これらの二次草原はススキ，ネザサを群集識別種としてネザサーススキ群集に同定された

（Table　28）。この他，大分市の東部に位置する九六位山の［⊥順付近には公園広場が造られてい

るが，そこでは定期的な刈り取りにより持続しているシバ草地やススキ草原がみられる。このう

ちススキの優馨した綾羅は，トダシバ，ワラビ，ツリガネニンジン，ヒヨドリバナなどススキク

ラスの標微種やヒキオコシ，ゴマノバグサなど高茎草本植物で特微づけられたヒキオコシースス

キ群集（宮脇，1981）に類似した植分もみられた。

　　媛　　　　　　轟　　麓
編　　　麟疑　麹璽

　　　　　　　　　　　　ぎ渥

　　Fig．31．

謬懇三 眠攣・》

塾≦獄

轟
臓毒　　㍉r
　　“き轟

購
　　　　　低地から由地にいたる広範囲に分布するネザサーススキ群集（下白木）。

Habitat　view　of七he　Arundillario　pygmaeae－Miscanthetum　slnensis（ShimOshiralくi），
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Table　28．　ネザサーススキ群集ArundiRario　pygmaeae－Miscanthetum　sinensis

Seria／　no，　：

Re！eve　no．　：

Altitude　（皿）　：

Slope　aspect　＝

Slope　degree　（。　）　：

Square　size　（㎡）　：

｝｛ight　of　h6rb　layer　（醗）　：

Cover　of　herb　layer　（魅）　＝

製ロ珊ber　of　species　：

通し番号

調査番号

海抜高

方位

傾斜
調査面積

草本暦の高さ

草本層植被率
出現種数

　1　　2　　3
37　169　玉66

450　90　10
　S　　一　　一

12　　0　　0

　8　10　　3
1．2　1．5　玉．8

10⑪　80　90

23　20　17
群集標二種・区分種

Aイ1∫oαηfん‘彰∫’ηθηぶ’5

／）1θ∫oう1α3置1｛50んηo．var．　v瞬蔚5

　Rτ〃ηεκζκθro∫α

　Rαわゴ05吻叩。η∫oα

　P～8〃疏κノ刀呵μ～”〃～ノ〃vaL如’飯」側1～♂〃1

　Pμθrα’ゴα’0わα故

　ゐ0η’0召rα∫4ρ0ηゴ0α

　滋π召η置1∫∫α∫η譲。α

　．肋｛ρ8～9ρ3’∫91αη4～イ～o∫αvar．加∫8ア畠9ρ毎ノ”α

　Ro50〃Zμ1岬α’α

　Pαε4θr∫α5ごαηゴ召η∫

　ススキ

　ネザサ

下位単位区分種
　スイバ

　ヒ材〕シ

　ワラビ

随伴種
　クズ

　スイカズラ

　ヨモギ

　ノブドウ

　ノイバラ

　ヘクソカズラ

H　2欄2　　5・4　　202

H　・　　・　5・5

H÷・2

11＋・2

H2・2

｝｝l

l；

1：

1・2

●

÷・2

鱒

1・2

出現1回の種Other　co皿panio臓s：Serial　no．1：∫θfω・∫αルわ8’・1アキノエノコログサH－4・4，∫o’14αgo

o

閥

5

2・2

レ2

2・2

α1r∫∫∫か71α　セイタカアワタ“チソウ　H－2・3，ノk1θηqp乃。’・o〃や々）ノ11αvar，ノ叩。ηf（u　 ツ1｝カ“ネニンシ“ン　H－1“2，」B’4θη5ノあ。η‘ノ。ポα

アメリカセンタ“ンク“サH－1蔭2，∫訂αr此zp如加〃α　キンエノコロH一玉gl，ε01・叩ん～イ10’・’αδ1‘θ’客ε，・故ηα　コ“マノバク“サH一÷・2，

E’イ∫フαfo7・たぜ♪，2ご乃’ηθη∫θ　var．　c紡っ。∫’fの～か〃刀　　ヒヨト“撃ハ“ナ　H一÷唇2，ル〃ρθ’・αfαの♪！∫η‘ノ’・’oα　var．尭。θη∫9∫’　チカ“ヤ　H一÷●

2，刀）・‘ゴ’・oooり・～ε〃～α’・’1∫〃～α　ノチト“メ　H一÷，」しαor～イ。α1η4∫oαvar．’ηゴ’oα　アキノノケ“シ　｝i一÷，　P々ylo1α（，oαo’2昭r∫（7‘～刀α　ヨ

ウシュヤマコ“ホ“ウ　H一＋，Aイ6〃orμ5∫卯フ。η∫oμぶ　アカメカ“シワ　H一手，　Cαr（玩う2ぞり1αイみη’∫　アオスケ“　｝卜÷，メ［1・～イηくカη8～1αん〃・fO　ト

タ「」シハ“ @H一筆，Pαη’o～〃，1う∫5詫～σα1～イ’71　ヌカキビ“　H一＋，夢々01α”～αη記9海1〃・’oα　スミレ　H一＋，　2：Rの1ηO」‘r7ゴα．1ごワ。η10α　イタ

ト“リ　H－1・2，〆19ノゴ〃卍。η’αノ．6り）oη’oα　キンミス“ヒキ　H一＋・2，Poα柳ぬ。ηめ4048ぶ　イチコ“ツナキ“　H一÷菖2，ノ～1イわπぎ乃”害1‘ご1イぶ　ク

サイチ3“1．i一二2，κα～〃♪～召’留）・o〃～εηα　ヨメナH朴・2，　Dθη〃αη痴θη～αゴgρoη’α‘〃～リュウノウキ“クH一÷・2，　R7め10α，gy∫

アカネ　H一÷，（：）・ηαηoん1〃～謬。α～‘（ゴα∫配〃」　イケマ　H一÷，レ70’α3曜ガr〃〃　カラスノエント“ウ　H一÷，ノノ’ζ〃～1‘1｝∠ぶゴ6㌍oη’c’‘∫　カナムク“ラ

躾一÷，（λα～15co’・η’α4αfα　カタハ“ミ　H一÷，0∫”2～‘ηぬ∫曜）oη’oα　セ“ンマイ　｝ト÷，　3：地’・oη’c【1みθ‘ノ8’・グ～）11‘’．フラサハいソウ

｝1－1●2，ゐα12’1～〃21うα’：わαf～‘’π　オト“リコソウ　H一十願2，Cαrθκノゆ。η’o（z　ピコ“クサH一十溺2，　Fと～’二戸｛9ノ’〃〃ノρノフ。η’o～‘〃～　ツワフ“キ

H一十●2，ごα62∫’89’αノ卿。ル’oα　ヒルカ“オ　H一÷，〆19’・塑y’て）ηr5ε‘た～‘ぶ乃’θη∫θvar．〃・o刀5∫θη5　カモン“ク“サ　Il一÷，（｝α1∫1〃♪～

柳1〃・々｛〃～var．80ん1ηo遡ウθr〃卍。η　ヤエムク“ラ　H一十，ノ10勿ηuη’乃ε3う’4εη’αrαvar．　fo’〃εηfO5α　ヒナタイノコス“チ　1．｝一÷，

80召ん〃～θ〃αηψ0刀0η’veαvar．00η0010r　ア云カラムシ　H一斗・

調査地L◎catio臓s：通し番号Serial　no，玉：大分市九六位由2：大分市痛崎i」．｝3：大分市下白木

調査年月日Date　of　re／eve：通し番号Serial　no，1：0ct．3⑪．1994，2，3：勲y　13。　i995，

　　　（41）ダンチク群落

　　　　　孟rππ（」θdoπακcommu漉ity（Taわ監e　29）

　暖地の海岸部には，草丈が5m以上に達するダンチクが密に叢生した植分がしばしばみられる

（Fig．32）。これらのダンチク群落には，海岸崖地の植物要素であるハマウドの他，アオカラム

シなどが比較的高い植被率で混生している（Table　29）。このダンチクは，海岸近くの低地につ

くられた畑地の防潮帯として利用するため，しばしば植栽される。

V．路傍・路上雑：草群落Roads亘de翁烈d　oかroaδweed　comm駁鉦量ties

　護岸工事や海岸埋立などにより，改変された砂丘および礫浜海岸では，ハマダイコンが優占す

る他，好窒素生の草本植物であり，また路傍雑草でもあるヨモギ，スイバ，ノゲシなどが混生す

る雑草群落が生育している。また農道やグラウンドなど常に踏圧による人為的干渉下にある立地



70

　　　　　　　Table　29．ダンチク群落
　　　　　　　　油’襯40伽僻C・mmuni七y

Seria！no．：　　　　　　　　　　　　　　通し番号
Releve　no．：　　　　　　　　　　　　　　　調査番号

Altitude（皿）：　　　　　　　　　　　　　　　海抜高

Aspect：　　　　　　　　　　　　　　　　方位
Slope（9　）　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ頃斜

Square　size（虻）：　　　　　　　　　　　　調査面積
Height　of　vegetation（皿）：　　　　　　　　　　　　　　　植生高

Cover　of　vegetation（％）：　　　　　　　　植被率

Nu皿ber　of　species：　　　　　　　　出現種数

　1
167

10

　0
25

　5
1GG

8

　ル・姻4040η礁

　五1々～〃η00～・ゴ躍μ，〃

肋9召1’oαノゆ。η∫oα

β0ε勧θ1ゴαηψ0η0脚θαvar．00η0010ノ・

　Egμ∴￥θ珈zαハ・θη5θ

　Gα／∫酬潮ρ励イ〃～vaLε0励05アθ〃ア10刀

R～〃ηελコα0θ’0ぶα

∫oηo加ぶ01ε1・αoθ螂

群落区分種
　ダンチク

随伴種
　ウハ“ユリ

　ハマウド

　ア肋ラムシ

　スギナ

　ヤエムグラ

　スイハ“

　ノゲシ

調査地Locations：通し番号Serial　no．1：大分市下白木

5・5

圭・2

1・2

＋・2

＋。2

手

十

÷

調査年月日Date　of　releve：通し番号Serial　no．1：購ay玉3．1995，

纏麟霧．

　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　F亙g．32．暖地の海岸近くに生育するダンチク群落（下白木）。

View　of　the！望ア襯4040？②僻comm田ユi七y，　occurring　on　coastal　lowlands　in　the

warm－tempera七e　regioR（Shimoshiraki）．

　　　　　　　　　　　　　　　　雌輪ぺ「強
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Serial　no．：

Releve　no，：

Altitude（m）：

Aspect：

Slope（。　）　：

Square　size（㎡）：

Table　30．　ハマダイコン群i集

Raph鋤e七um　rapha頭s七roidis

Height　of　vegetation（m）：

Cover　of　vegetation（α）：

51u皿ber　of　species：

通し番号

調査番号

海抜高

方位

傾斜

調査面積

植生高

植被率

出現種数

　1

164

　1

　0

　5

　1

100

　8

　Rμ助αημ∬α∫’vμ∫vaけ4ρ加海∫∫ro∫4θ5

　オがθ雇5∫α加訪0α

　∫0η0加301σα0θμ5

　Rμ〃2ελ：α0θ∫05α

　POα5励0ηめ・104θ5

　防。∫α5ゆ彦〃♪1

　0θ刀。訪θ1・αう∫θ朋15

　∫01’ぬgoα1r’∬1脚

群集標徴種
　ハマタ“イコン

随伴種
　ヨモギ

　ノゲシ

　スイバ

　イチコ“ツナキ“

　カラスノエソト“ウ

　アレチマツヨイク“サ

　セイタカアワタ“チソウ

5・5

2・2

1・2

÷。2

季。2

÷・2

÷・2

十

調査地Locations：通し番号Serial　no．1：大分市下白木
調査年月日Date　of　re！eve：通し番号Serial　no。1：ぬy　13．1995．

奨難懸盤鍵
鞭欝　セ鷲、1

　㌦轟

驚蒙沸

黛．

Fig．33．海岸の防波堤の前面に生育するハマダイコン群集（下白木）。

Habitat　view　of七he　Raphallus　raphanistroidis，　occurrillg　on　the　grou（l

ill　front　of　the　sea　shore　bank（Shimoshiraki）．
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には，オオバコなど，踏圧に抗して生育可能な接地植物を主体とした路上雑草群落が発達してい

る。

　　　（42）ハマダイコン群集

　　　　Rapha麓e加m　raphanisもroidis　Murakami　iR　Miyawaki　1982（Table　30）

　海岸近くにあって生活排水などが流れ込んだ小流沿いには，ツルナ，ギシギシ，ハマダイコン

など1年生の好窒素生の草本植物が密生した植分が生育している。これらの富栄養地の草本植物

群落はハマダイコンを興趣種として・・マダイコン群集に同定された（Table　30）。

Seria1．　rlo．：

Releve　no．：

A1もitude（誹）：

Aspect：

SlopeC二　）　：

Sq暮are　size（m2）：

Table　31．オオバコ群落

一郡α紘L90幅鵡0αcommunity

Height　of　vegetation（皿）＝

Cover　of　vegetatiQB（覧）：

叢u皿ber　of　species：

通し番号

調査番号

海抜高

方位

傾斜

調査面積

植生高

植被率

出現種差

　1

圭52

10

　0
　］

0．1

9G

20

　P1αη砂goo∫～α’∫oα

　Zのみ如ノ¢ρoη10α

　7勿・0〃0α‘〃’Vθηぶ～ぶ

　．D～σ～∫θ1・～αV～0！ω0召那

　　φ
　POα0ηη1イα

　班4プoooり鞄η～ω励♪1‘～

　飽ノ。〃ごα∫フ召1額。α

　∫α9～ηα∫9ρo〃。α

　鞠μ∴yθごμ〃1‘〃wη5ε

　（）｛ρ8η‘5プ。どμη4～‘ぶ

　Dμ・細癬。幼欄？∫んσ

　7乞〃撚αごμ〃1曜。伽1ε

　．4ノ惚1〃～5～α加必。α

　Gα〃1〃〃岡ρ～〃ゴ～∠〃～Vこ罵¢0伽0Ψ召〃〃0η

　防01‘り・β40θη5鳶

　C8’襯∫加〃£101〃召下’｛〃1

　劫ρ5‘1熈‘｛ρ090頗融y

　－80面妨ρε〃〃～捌どεηε〃1〃〃

　7七げαXαα｛～遅α1腕（～～σ㍑

　C4ρ56〃αわ媚α「ρα5∫o窩

群落区分種
　オオバコ

随伴種
　ンパ

　タチイヌノフク“リ

　アキメヒシバ“

　スス“メノカタヒ“ラ

　ノチドメ

　オオイヌノフク“リ

　ツメクサ

　スギナ

　ハマスゲ

　ヘビイチゴ

　セイヨウタン承。ホ。

　ヨモギ

　ヤエムグラ

　ノジスミレ

　才ランタ“ミミナク“サ

　コオニタヒ“ラ：］

　ハナイハ“ナ

　シロバ“ナタンホ。ホ。

　ナズナ

調査地Locations：通し番号Serial　no．1：大分市角子原
調査年月8Date　of　releve：通し番号Serial　no．

3・4

3・4

2・2

2・2

1・2

1・2

＋・2

＋・2

÷・2

そ・2

；

‡

工

÷

1：　謎ay　王2．蓋995．
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Table　32　シバ群集・Zoy∫zαフψ02％oαcommunltv

Sしr1己工　no

Re！eve　no

Altltude　（m）

Slope　dspeし毛

Siope　degree　（o　）

Sqロare　slze　（In2）

Ihght　of　herb　三ayer　（m）

C〔〕ver　of　herb　layer　（％＞

Cover　of　m〔，s歪）　iayer　（覧）

聾umber　of　spec］Les

心し番弓

調査番号

海抜高

方位

傾麟

調査面積

卓本層の高さ

草本懇懇被車

コケ層植級卑

出現種数

　1　2
36　66

45⑪　go

　O　O
　2　10

02ユ5
ユ0⑪　80

　－　5

11　12

　Zのノゐ」α即。η’oα

　Pα5ρα～翻f加ηわθ9”

　D19πα〃αα1’α〃～

　／1〃召〃1ハκ」1ηゴ1cα

出現1測の種0雛er　compa獄ons

選集区分魯

　ノハ

随｛i’種

　スス〃ヒエ

　メとノハ

　ヨモキ

H二｝・4　5．5

Il　1・2　・

ll　－　1・2

H　一　一

　　　　　　　　　　　　　Serlal　no　　l　人1〃，〃2～召10w，‘～ム〃故∫α　ヤハス　ソウ

1｛一3。3，Gη‘｛ρ乃α〃7イ〃1α万？ηε　ハハコク　サ　H一壱・2，5∫）010う01z45ノとア‘〃1～　不ス　ミノオ　H一＋■2，

乙θゐ∫フ召6～θ＝αρ’10～ζ1　冬コハキ　　H一†・2，／》～胆θ’6～∫ζ7（こy1τη4〃co　varん。θ刀191’　チカ　ヤ　H一↓騨2・

石｝α910～∫ハ〆乙〃π9∫ηθα　カセ　クサ　H一十，Mハ。αη∫乃μム5」ηθ刀～ハ　ススキ　藤一十，　2　人急4η1’ηθノoM，10

、！’ρ’‘1α（78α　マルハ　ヤハス　ノウ　H－1●2，理｝7フooん。召〃5　rα41cαfα　フ　タナ　11一÷膠2，∬～伊乃。’う1α

、’ζ1フ〃7ζぽ　コニノキノウ　i玉一了・2，ノつ。∫θη救〃αoん1ηεη～’、　カワラサイコ　H一一菖2　ノマ乃αoo〃1π’1～‘’刀

coη¢、6θη～ス十コケ～1一＋・2　E1θ～‘～’η8’η‘ノ」ooナヒノハ　H一一，0θηor乃8’α1αc1η1αfαコマノヨイク

ナ　Il一ト，ム841θ〃～ηイ1わ1〆乙〃‘〃1　コモチマノ冬ノク　サ　H一コ

調査地LOCdt！〔〕ns通し番号Serlal　no　1大分市九六位山2　大分市松原公
園　調査餐月日1）dte　of　rdeve　通し番号Serlal　n‘）　1　0Gt　30　i994　2

、（ル　ユ9　1994

Flg　34　大分市内の公園やゴルフ場等にみられるシバ群落（松原線装）。

Ar七1flclal　grassland　plan七〇d　w1もh　Zoy∫頒フαメ）oπ30αIII　a　park（Ma胎ub轟ra－

Ryokuch1）
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　　　（431オオバコ群落

　　　　P～απ’αgoαsεαfεcαcommunity（Table　3　D

　水田や畑地側の農道には，人為的な踏圧に抗して生育可能な，オオバコやシバの優占する路上

雑草群落が発達する。角子原の農道上て調査されたオオバコ群落ては，オオバコの他，シバ，タ

チイヌノフグリ，アキメヒシバ，スズメノカタビラ，ノチトメなどの草丈の小さい草本植物が高

被度に生育している（丁包ble　31）。

　　w．人工草地Ar毛ific茸＆1群ass蓋ands

　公園やコルフ易には，人工的に植栽されたシバ群落かみられる。また牧野や道路法面などては

外国産の牧草種の吹きつけ等による人工草地がみられる。

　　　（44）シバ群落

　　　　Zo〃8εαノαpoηぎ。αcommu逓，tア（Tab星e　32）

　人工的に植減されたシバ草地か，低地ては沿海部の松原公園，そして高淘抜地では九六位症【山

頂付近の公園難易において調査された（Flg　34）。シバ縫地には，シバか復讐する他，スズメノ

Flg　35　低地の台地や丘陵地の緩斜面ては，柑橘類を中心とした果樹の栽培が盛

　　　　　んである（角子原）。

　　　　Orchards　of　cltrus　frul七s＄pread　on　hllls！des（Tsunokobaru）
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ヒエ，ヤハズソウ，マルバヤハズソウ，メヒシバ，ネコハギなどが比較的高雄度に混生してい

る。これらのシバ草地はシバを識別種としてシバ群落に区分された（Table　32）。

X．果樹園雑草群落Weed　communities　o蹴orchards　a湘tea　garden

　　ミカンなどの柑橘類やビワ，ウメなどの果樹が栽培されている果樹園や茶畑では畑地雑草と同

様に，好窒素生の草本植物を主体とした雑草群落が生育している（Fig．35）。

　　　　　　　　　　o

　　　（45）力タバミーイヌホオズキ群落

　　　　　0καπscor泥εcπ1αオα一801αππηε配εgrπ那co搬mu踊量重y（丁翫ble　33）

　ミカン類やウメが栽培された果樹園の林床には，ヒナタイノコズチ，イヌホウズキ，アキメヒ

Table　33．　カタバミーイヌホオズキ群落α昭♂おoo胴ゼ6認磁一So♂侃柵2

　　　　　　　癖9ηf粥communit》・

Serial　no．　：

我e主eve　r10，　：

A1£1tUde　（鵬）　：

S三〇pe　aspect　：

S三〇pe　degree　（。　）　：

Sq毛」are　size　（㎡）　：

i．iighも　of　shrub　layer　（捌）　＝

Cover　of　shr“b　layer　（％）　：

Hight　of　herb　！ayer　（組）　：

Cover　of　herb　！ayer　（％）　二

戸u阻ber　of　species　：

通し番号
調査番場・

方位

傾斜

調査誰1積

低木届の瑚さ

低木稽の．植被率

草本届の高さ

草本届の植被率

出現種数

　：】　2

42』．i5〔｝

三lo　1〔｝

　．．一騨

　0　5
40　40

　5　4
70　90

0，40．2

100　2G

28　26

　∫01αη1‘η卍加σノ‘μ’刀

　　　　　ゆ
　0κo々．yoo～・η1αイ1α’ζr

　Pθノ富。ω層’α10η91∫8fα

　〆1ご勿ηη丹’毒θ5う～ゴ¢縦αごαVω㍉rOη昭η砂∫α

　の1融¢鵬πηゴ～イ1αゆ”Z‘∫var．ノρρ0η’αイぶ

　．Rτめ1αω邸ノ1

　．4’勿’”∫z〃ηη～ρoηlo～〃η

群落区分種
　イヌ材ズキ

　カタハ“ミ

　イヌタデ

随伴種
　ヒナタイノコス“チ

　コチチ“ミサ“サ

　ア纏

　イヌワラビ

H2・3　÷

II　療．÷・2

1i　綾．　乎

H3・4　÷

Hl・21・2
H　÷　÷

H　÷　÷

出現1回の種0鋤er　companions：Serial　no．1：P7・’イη1‘5η～1‘1p～8ウメ（嬉栽）S－4・4、　D㎏lfω・’α

v’01α∫oθη5　アキメヒシバ“　H－3唇3，陰毛ノセ8〃2f3fα’η‘ゴ’cα　ヨモキ“　H－2塵3，コ「）・’o乃。ぶα，7〃2βぎc1‘ご，‘〃～ε，て）此ノθざ　カラスウサ

1｛一2巳2，ノ2ご5’10’αρrooz〃｝め¢η∫　キツネノマゴ“　駐一2唇2，』45rθ’・㎎8’・010∫（ノ8ぶ輩sp．‘，vα〃｛∫　ノコンキ“ク　i．1－1．2，

G’θoん01〃αんe4θrαc8αvar．　groηめ∫　カキト“オシ畳玉一1・2，　Rπ’♪～θxαごθ’o躍　スイハ『’ll…i．・2，（：7‘，ノ・a℃

う，君、，fc～イ～，月∫ぶ　アオスケ“　H一÷02，∫∫θ〃α’ゴ。αg’‘αr’（，α　ウシバコへ“　Ii一そ●2，　1．70’ご～’8〃・α卿θ〃｝2α　カスマク“サ　H一÷●2，

q3ア8’・～イ3’刀fcrofノゴα　カヤツ1；ク“サH一÷82，　Poo　1）1ηr8η∫∴y　ナカ“バク“サH一．i．●2，ノloαOア乃αα1‘ぶ〃・α～∴y　エノキク“サ

既一÷・2，∫ε8αがαり’ガ罐∫　エノコロク“サ　騒一＋陰2，レ7clo　5町が麗〃7　カラスノエント“ウ　H－i，　Gα～∫～‘〃，’ノτご（ゾリ・萌ワθ，”π〃η

var．’ノηo毎ノ増θ’・z4η1　ヨツハ“ムク“ラ　H一＋，　Ro’・例ワα掴1αηζ方。α　スカシタ3“ホ“ウ　H一＋，ムノ’ゴ（￥フε〃がη01・　ヒメヤフ“ラン

H一÷，P‘θ’・’請～‘〃1α9軍‘∫”ηzイ〃1　var．10ffz∠∫（2z∠’1〃’1　ワラヒ“　H一＋，珈κ’5β∫1‘〃1α’・、～8刀∫θ　スキ“ナ　H一壬，　2：C∫ご’・’‘3

々α卵αんκ　ハγサクS－5・4，Gα”雄刀5ρμr紐η7　var，θo房ηoΨθr’p20η　ヤエムグラH－3・3，姥roη∫cαρ2r∫’cα　オオ

イヌノフク“サ　H－1・2，Gηゆ片α〃～〃’～Pθηミン1ソ。ηノ。τ‘η3　チチコク“サモト“キ　三一1・2，　C1’ηqpo4’1’〃2’♪1∫o’ηη’んε〃｝1　イヌト

ウハ“ナII一｝畢2，ゐ禦∫αηo乃μ’2ゴ1酌　ヤフ“タヒ“ラコ　H一＋92．　P1｛o乃θ∫ηατoゐリノ∫oη∫乃α　ヘヒ“イチコ“　H一＋・2，

1）fηθ～～∫α‘θノ・ηα∫α　カラスヒ“シャク　H一＋・2，∫∫8〃αr1α，ηθ4’ζz　コハコへ“　H一千・2，　Co，P1〃2θ1ノηαco，刀，♪2～‘η’5　ツユクサ

H一÷・2，1）ooαηηπ4α　スス“メノカタヒ“ラ　H一＋・2，揃1cro∫8曙〃‘〃2　v’〃2’ηθμ」1～　ヒメアシ本“ソ　H一÷．2，ε01∫ゴαgo

α1f∫∫∫〃刀α　セイタカアワタ“チソウ　H一÷，1）召r∫’ooアゴαρθゆ〃α’o　イシミカワ　猛一÷，　P’θ’oわZo5∫～イ∫o乃’πo　var．　v’r’6存5　ネ

サ“サ　H一＋，ム診，プ∫舵η∫αfα　ニカ“ナ　H一季，1）oθ61θノゴ。∫oαη癩π∫　ヘクソカス“ラ　R一＋，R14う㍑∫乃か∫zπ1イ∫　クサイチゴ“

H冊，7セ’・ακαα捌α1∂擢躍p3湘バナタンボボII一÷．

調査地Locations：通し番号Serial　no．1：大分市杉原山口2：大分市角子原　調査年月
日；）ate‘）f　releve：通し番号Serial　no．玉：Oct．30．1994．2：胎y　12．玉995，
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シバ，キツネノマゴ，スイハ，カキトオシ，ヨモキなど好窒素生のヨモキクラスの華木植物が高

被度，高群度て密生した蝕分か発達している。これらの果樹園雑草群落は，イヌホオズキ，カタ

バミ，イヌタテを群落識別種とするカタバミーイヌホオズキ群落として区分された（Tablc　33）。

Y　畑地雑草群落Fie互d　weed　ccmmuni士ies

定期的に起耕される畑地には，小形の1年生草本植物を中心とした雑草群落が生育する。

　　（46）カラスビシャクーニシキソウ群集

　　　Pi簸eUio重emaねe－EHphorbietum　pseudochamesycis　Miyawaki　1969（Table　34）

　日本の各地で普通にみられる1年生植物を主とする畑地雑草群落て，春季にはコハコベ，ホト

ケノザ，など秋季にはメヒシバ，スベリヒユ，エノコログサ，シロザなどが高難度に生育してい

る（Flg　36）。これらの畑地雑草群落はホトケノザ，コニシキソウを識別種としてカラスビシャ

ク一難シキソウ群集に同定された（Table　34）。この他，九州地方などの暖地の畑地ではコミカ

ンソウやサクロソウなどの叢薄も高頻度に生育するのがみられる。

　　　　　Flg　36　畑地雑草群落のカラスビシャクーニシキソウ群集（田尻）。

Hablta七vlcw（）f七hc　PIIユclho　tematae一£uphorbletum　pscudochamesyc｝50n　flelds（Ta〕1r1）
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Serial　no．　：

Releve　no．　二

A生主it慧de　（m）

Slope　aspect

Slope　degree

Square　size

（．

％）

）：

　　　　　　　　　　　（

1．玉ighお　of　herb　！ayer

Cover　of　herb　layer

醤u皿ber　of　species・：

　　　Table　34，　カラスビシャクーニシキソウ群集

PiHellio　tematae一£uphorbie七um　pseudochamesycis

（m）：

（箔）：

通し番号

調査番号

海抜高

方位

傾斜

調査面積

草本層の高さ

草本順応被率

出現晶晶

　1

67

　4

　2

84

30

3　　4

97　189

12　430

　　0　　0　　0　　0
　50　　15　　　20　　4｛｝

0，4　0．4　0．3　0．4

　40　　　80　　　60　　　70

　22　　　18　　　24　　　14

＿　　群集標二種・区分種　　ゐα，刀∫～ζ〃20〃4フ～θκ～oαμ1ε　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本トケノサ“　　　　　　　　　　　　H　　壬02　　　÷　　　　†　　　lo2

　　E1｛ρ乃。ノ’う’oぶ径ρ1ηα　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コニシキソウ　　　　　　　　　　　　　H　　　口　　　　■　　　　す　　　　．

　　P’ηθ11～α∫θ1・ηOfα　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カラスヒ　シャク　　　　　　　　　　H　　臓　　　・　　　・　　玉・2

　　∫∫θ〃αノ・1α，〃84∫α　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コハコへ“　　　　　　　　　　　　　II　1。2　　1・2　　　　　　÷・2

　　C曜♪5ε1～αろ1〃・5‘’二ρo∫10’ゴ5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナス“ナ　　　　　　　　　　　　　　　H　　÷　　　÷．2　　　　　　　　纏

　　∠）1g∫，σ，・1‘～o〃∫‘，ノ・∫5　　　　　　　　　　　　メヒシバ“　　　　　Hl腰2÷。21・2　難
　　．Poズ8～｛1‘，o‘，018ノ・oご召‘ど　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スへ“リヒユ　　　　　　　　　　　　　II　十。2　　　十　　　　十　　　　・

一　　　　　　　　　　　　　　　　随伴種
　　Pヒプ。η～oαp召1害∫oα　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オオイヌノフク“リ　　　　　　　　H　3．3　 1唇2　　　　　2・2

　五rgμ孟∫¢々ひ〃αノ・vθη5ε　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スキ“ナ　　　　　　　　　　　　　　H　　÷　　　÷●2　　　且　　　1・2

　〆i〃～αノτピη∫ん～｛．y　1ハ♪∫ゴ1｛∫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イヌヒ“ユ．　　　　　　　　　　　1．｛　　÷　　i。2　　182　　　●

Rξ助碗1‘∬幽鵜　　　　　　　　　　　　　　　タ“イコン（栽）　　　　1玉＋・2÷・2　・　・
　p々y11αηごんμ5オ々ブηαノブ（了　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コミカソソウ　　　　　　　　　　　H　　＋　　　・　　÷．2　　　瞥

　　（301∫μ〃2柳～ρゴ1イ1〃、・ar．θo乃∫ηo．ツθ〃刀。η　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤエムク“ラ　　　　　　　　　　　　　薮　　十　　　　巳　　　　・　　　　÷

　」4ノ・招〃が訂α宝石4foα　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨモキ　　　　　　　　　　　　　　　　H　　　十　　　　塵　　　　椰　　　÷・2

　　Gα1～η∫09αo∫1ノα1α　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハキタ“メキ“ク　　　　　　　　　　H　　●　　2口3　　12　　　薦

　　Cん8ηqρoげカ4〃」α1ゐ1｛ア刀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シロサ“　　　　　　　　　　　　　　H　　曝　　　÷　　　　÷　　　　髄

　Roプζ㌍o∫51α1？ζ存oo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スカシタコ“ホ“ウ　　　　　　　　　　1．笈　　欄　　　÷　　　　÷

　　Cθノて～5‘々〃♪～乃010∫∫θo此～θぶvar．αη9’6！ξ1～）1∫μ〃2　　　　　　　　　ミミナク“サ　　　　　　　　　　H　　・　　1騨2　÷・2　　属

　Po召‘，ηη～‘α　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スス“メノカタヒ“ラ　　　　　　　　　H　　　　　　十62　　1・2　　　嘩

　　∫01αη～イ〃～ご～4わθ’・oぶ～｛〃～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シ“ヤカ“イモ（栽）　　　　　　H　　・　　十二2　　　　　4菖4

　　（こ｝ア召1・1｛ぶη11αて）∫1・∫‘1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カヤツリク“サ　　　　　　　　　｝．1　　巳　　　胴　　÷・2　÷・2

出現1圃の種Other　co即anions：Serial鐸。．1：勘’ηαo～αo～θノ・α6εαホウレンソウ（栽）　H－2・3，　B1・α．競。α

co〃｛ρ8、y∫1・15　var．　o勧θη515チンゲンサイ（栽）H－2・．2，　Z）αμoμ5　Cα1・o’αニンジン（栽）II－1・2，∫召ご爾αv∫1・燃エノユa

ク“サH一ユ92，　ノρo〃～oθαわ。∫orα5サツマイモ　（栽）　H一÷・2，　q）Pθノ・zイ5ノ・011イη‘ノ1耐　ハマスケ“　｝1一＋，　∫8‘ノ’ζ〃～う～イ1わ11珍1・～｛〃zコモチマ

ンネンク”サ　fl一†，　（＝70～7y二α5～｛～2～αか硬2～？∫∫ぶ　オオアレチノキ“ク　H一÷，　浸〃1ρん10α～アαεαろ～UOごθθαfα　ssp、εζ庭ζθWOr‘ん～f　Vα～㌔．1α∫70～7∫Cα

ヤブマメ1．1一寺，∫oηo加∫01召1・αごααノケ“シ｝1一÷，2：劫η識ooρθた惚η謝ノ、クサイ（栽）H－4・4，　Cω・ぬ〃～1ηθ

〆1¢κ～‘o∫o　タネツケハ“ナ　1ト÷，　（：）7フξη・～‘∫～ノゴα　ココ“メカ“ヤツリ　難一÷，　3：　ノ）詰軍α1∫3α園圃。んθη9～va肌プ｝uηoん召∫が　ホオス“キ　（栽）

H－2・2，Co1・co∫fα850μ1e漁サトイモ（栽）H－2・2，＆1ψ∫αρノ・・灘磁タカサフ“ロウII－2・2，（泌1∫5001刀～α｛1α’αカタ

ハ『’ ~　｝玉一÷●2，　2》b1〃‘goρ召η∫叩々y11α　サ“ク［1ソウ　H一十．2，　E1ε～∬’ηθ’η6方。【～　オヒシバ“　II一千．2，　防。’αノ禦。η～oαコスミレ　難一トァ

Gθ1て～ηf’ピ〃〃乃μηわ8’8∫∫　ケ“ンノショウコH一千，　∫昭刀αoが5αηημμ∫　ヒメシ“ヨオン　H一十，　五〇δ¢1∫α《2乃∫ηθηぷ15　アセ“ムシロ　H一十，　4：

Coノ｝～〃昭1～η6～oo〃1η～～イη鳶　ツユクサ難一÷・2，　Cα｛）wごθ9∫α．16㌍oη～oαヒルカ“オ　H一十．2，　レ70∫α5町2～～〃’1　カラスノエンドウ　H一十，

∫∫θ〃。’ゴαα9～｛α∫ノ（，α　ウシハコへ“　H一＋，　五）fg～∫αノゴαソ∫01α50θηぶ　アキメヒシバ“　H一÷．2．

調査地Locations：通し番号Serial　no．1，2：大分市三佐3：大分市上田厩4：大分市百木　調査年
月EI　Date　of　re！eve：通し番号・Serial　no．1，2：Nov．　i9．圭994。3＝Nov．2玉，1994，4：話ay　14．

1995．
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　　Z．水田雑草群落Paddy－fie羅weed　com瓢uniもies

　イネの栽培が行われている水田にぱ，起耕，湛水，刈り取りなど季節に沿った管理形態に対応

して様々な邪論群落が成立する。

　　　（47）ノミノフスマーケキツネノボタン群集

　　　　S重e亙larヨ。－Ramヨncu藍e毛uln　ca叢雲。慰書e取sis　M：iyawaki　eもOkuda　1972（Tab豆e　35）

　水田の藻草群落て秋季にイネの刈り取り後の水田に発達し，翌年のイネの植えつけのための耕

起の行われる春季までの問に生育する。ススメノテソポウやゲンゲか優難し，ノミノフスマ，コ

オニタビラコ，ムシクサが比校的高難度に混生している（Flg　37）。これらの水田雑草群落は，

ノミノフスマ，コオニタビラコ，ケキノネノボタンを標徴種とするノミノフスマーケキツネノボ

タソ群集に同定された（Tablc　35）。

　　Flg　37　秋季にみられる水田綿草群落のノミノフスマーケキツネノボタン群集

　　　　　　　（角子原）。

　　　Autumn　aspcct　of七he　Stellarlo－Ranullculc七um　calltomensls　oll　P畿ddyflelds

　　　（Tsullokobaru）
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Table　35．　ノミノフスマーケキツネノボタン群集

　　　S七ellario－Ranunculetum　canとoniensis

Serial　no．

Re！eve　no．　：

Altitude　（田）　：

Slope　aspect　：

Slope　degree　（。　）　：

Square　size　（m2）　：

Hight　αf　herb　layer　（田）　：

Cover　of　herb　layer　（％）　：

黄u脈ber　of　species　：

通し番号

調査番号

海抜高

方位

傾斜

調査面積

草本層の高さ

草本層植被率

出現二二

　1　　2

72　151

10　10

　0　　0

20　64
0．2　0．3

ま00　9G

i5　15

　Stellaria　alsille　var，　Undula1a

　Lapsana　apogoRoides

　Iミ」a11UnOUlus　ca1｝支Oniensis

　〆㌧iopecurUsjapOlliouS

　どへ∫tragaius　sinicus

　Veronica　pe1℃919ina

　Cardam沁e　ileXt乙osa

　Persicaria　10n9玉S¢！a

　！）lazUS　Pu11貢1US

群集標微種
　ノミノフスマ

　コオニタヒ“ラコ

　ケキツネノホ“タソ

　セトガや

随伴種

　ゲンゲ

　ムシクサ

　タネツケハ“ナ

　イヌタデ

　トキワハゼ

H　＋。2

疑　÷

H　＋

H　・

H5・5
1＋二2

に
出現1回の種0雛er　co即anions：Serial　no．1：01）・3α5α加σイネH－2・2，

レ70κ15印～1イ〃」　カラスノエソト“ウ　H一＋，ノ11（～ρθ01〃翼5α6く1μα1～．y　スス“メノテッホ。ウ　H－3聯3，

1・2

2・2

■

5・5

E1・θo乃がごθポ乃’8ノηoグ～）〃α　タ“ント“ホ“ロキマクH一＋，　Eoん1ηooん10α01マ45君σ〃∫　イヌヒ“エH一＋，

E・1ψゆノ。・鰍α効サブ日ウfl感丹〃め嚇・〃∬1肋柳・磁ヤマイH出2：P・・
αηη～イα　スス“メノカタヒ“ラ　II－3幽4，0εηαη∫んθ．〆ζハ・αηノ。α　セリ　H一÷，βo’乃ノブ。頓ワ¢〃2〃｛η

ごθη（3／～1〃刀　ハナィハ“ナ　f至一÷，五〇うθ1∫αoんノη召η515　アセ“ムシロ　H一÷92，理ソのて）ooリノZε

↑

；
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調査地Location：通し番号Serial　no．1：大分市臼吉神社2：大分市角子
原　調査年月日Date　of　releve：通し番号Serial　no．1：Nov，　m，1994．
2：　蚤｛ay　5．　1995．

2．現存植生図Map　of伍e　actual　vegeねt量on

　大分市およびその隣接地域において現地植生調査を行い，そこで得た調査資料に基づいて現在

までに市内に分布する自然植生および代償植生など47の植生単位が識別，区分されたb抽呂され

た植生単位に基づいて現存植生図作成のための凡例が決定された。その際，植生相観的に識別し

にくい群落（モウソウチク林とマダケ林，スギ植林とヒノキ植林など），生育場所が隣接してい

たり，ザイク状に分布しているため分けて描くことが困難な群落（ナガミノオニシバ群集などの

塩生植生，ヒメガマ群落とマコモ群落など）は，一つの凡例にまとめられた。また生育域が小面

積であるため，地形図上に描けない群落（岩壁植生や渓流辺植生など）は凡例から除かれた。逆

に，植生調査資料を得ることができなかったが，比較的広い面積をしめている植生域（環境保全
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林など生態学的緑化植栽を行った所，放棄水田など）は，凡例にあげて示した。この他，現存植

生図の作成に当たっては，植生単位の他に，その他の凡例として，市街地・舗装道路，造成地・

人立裸地，自然裸地，そして開放水域などが加えられた。この結果，自然植生が16凡例，代償植

生が17凡例，そしてその他の4凡例を加えた計37の凡例により現存植生図（縮尺3万分の1）が

作成された（鯛冊の着色現存植生図参照）。

3．植生自然度Na加ralness－degrees　of　vege加もion

　大分市およびその隣接地域における植生調査や市内全域の現存植生図の作成結果に基づいて，

大分市内に分布する各種植生単位の植生自然度が評価された。大分市における植生自然度1～1σ

までのランク付けば，環境庁（1976）による植生自然度の区：分基準に拠った。大分市に分布する各

植生単位のうち現在までに明らかにされた植生自然度階級の評価は以下の通りである（Table　36）。

　　1）　自然度IGの植生

　自然草原・湿原など自然植生のうち単層の植物社会を形成する植生単位が自然度10に評価され

る。大分市には自然度10の植生として，海岸砂丘植生のチガヤーハマゴウ群集，コウボウシバ群

落，海岸崖地植物群落のツワブキーノジギク群集，塩生植生のナガミノオニシバ群集，フクド群

集，ホソバノハマアカザーハママツナ群集，シオクグ群集，ヨシ群落，抽水植物群落のヒメガマ

群落，マコモ群落，冠水植物群落のオギ群集，ソルヨシ群集，渓流辺植物群落のセキショウ群

集，岩壁植生のミツデウラボシーソクシンラン群落などが分布する。

　　2）　自然度9の植生

　自然林，またはそれに近い群落構成を承す天然林など，多層の植物社会を形成する植生単位：が

自然度9に評価される。大分市には自然度9の植生として，常緑広葉樹林のミミズバイースダジ

イ群集，ムサシアブミータブノキ群集，イノデータブノキ群集，シイモチーシリブカガシ群集，

ツクバネガシーシラカシ群集，ミヤマシキミーアカガシ群集などが分布する。

　　3）　自然度8の植生

　自然林に近い群落構造，種組成を示す半自然林あるいは二次林などが自然度8の植生として評

姫される。大分市には自然度8の植生として，ナナメノキーアラカシ群集，海岸風衝低木林のマ

サキートベラ群集，河畔林のムクノキーエノキ群集，河辺ヤナギ林のジャヤナギーアカメヤナギ

群集などが分布する。

　4）　自然度7の植生

伐採，火入れなど定期的に行われる人為的管理下に成立，持続する代償植生のうち，群落の種
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Table　36．大分市における植生自然度一覧表

Xaturalness－degree　of　vegeta七ion　in　Oita　Ciセy

植　生
自然度

10

9

8

7

6

5

4

概 要

自然草原（海岸砂丘植生，

海岸霊地植物群落，塩生植

生，七生植物群落，冠水植

物群落，渓流辺植物群落，

岩上岩隙植生）

自然高木林（極相林または

それに近い多暦の群落構成

を示す天然林）

単相構造の自然高～低木林

または二次林（自然林に近

い半自然林を含む）

夏緑広葉樹（薪炭林，雑木

林，先駆林）及び常緑針葉

樹二次林

人工林（植林）及び竹林

低灌木林，二次草原（草丈

の高い草原），路傍雑草群落

二次草原（草丈の低い草

原），人工草地，路上雑草

群落

　　農耕地（耕作放棄地），果樹

3　　園，公園緑地，苗闘の雑草

　　1群落

2

1

農耕地（畑地，水田）雑草

群落

市街地，道路，造成地

群 集 群 落

チガヤーハマゴウ群集，コウボウシバ群落，ツワブキーーノジギク群

集，ナガミノオニシバ群集，フクド群集，ホソバノハマアカザーハ

ママツナ群集，シオクグ群集，ヒメガマ群落，マロモ群落，オギ群

集，ツルヨシ群集，セキショウ群集，ヒメレンゲーナル雛スゲ群

集，ミツデウラボシーソクシンラン群落

シイモチーシリブカガシ群集，ミミズバイースダジイ群集，ムサシ

ァブミータブノキ群集，イノデーータブノキ群集，ツクバネガシーーシ

ラカシ群集，ミヤマシキミーアカガシ群集

ナナメノキーアラカシ群集，マサキートベラ群集，アブラチャンー

ホソバタブ群集，ムクノキーエノキ群集，ジャヤナギーアカメヤナ

ギ群集，タチヤナギ群集

クヌギーコナラ群集，オンツツジ…アカマツ群落，フサザクラーク

マノミズキ群落

スギ植林，ヒノキ植林，クロマツ植林，モウソウチク林，マダケ

林，ハチク林，メダケ群落

ニシキウツギ群落，タラノキークマイチゴ群集，ネザサーススキ群

集，ハマダイコン群集

シバ群落，オオバコ群落

カタバミーイヌホオズキ群落，ヨシ群落

カラスビシャクーニシキソウ群集，ノミノフスマーケキツネノボタ

ン群集

（ギンゴケーツメクサ群集）

植生自然度区分の基準は六境庁（1976）々こ拠るが，群集・群落の内容は地域の1伏況に応じて変更している。

紐成，構造が単純化した二次林などが自然度7の植生として評価される。大分市には自然度7の

植生として，夏緑広葉樹二次林のクヌギーコナラ群集，常緑針葉樹二次林のオンツツジーアカマ

ツ群集，先駆性落葉二次林のフサザクラークマノミズキ群落などが分布する。

　　5）　自然度6の植：生

　定期的に行われる下刈り，間伐など強い人為的管理下に維持，育成されている代償植生が自然

度6の植生として評価される。大分市には自然度6の植生として人工林のスギ植林，ヒノキ植
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林，クロマツ植林，竹林のモウソウチク林，マダケ林，ハチク林などが分布する。生態学的緑化

植栽地も自然度6の植生に位置づけられた。

　6）　自然度5の植生

　火入れ，伐採などより強い人為的破壊により成立した，群落組成，構造ともより単純化した低

木林や植生高の高い二次草原などが自然度5の植生として評価される。大分市には自然度5の植

生として，低ホーマント群落のニシキウツギ群落，伐採跡地植生のタラノキークマイチゴ群集，

二次草原のネザサーススキ群集，路傍雑草群落のハマダイコン群集などが分布する。

　　7）　自然度4の植生

　牧草地，ゴルフ場，吹き付け緑化された法藺など人工的に造られた草地，頻繁に行われる刈り

取りなど強い人為的管理下に成立する草丈の低い二次蜘票や路上，グラウンドなど人間や車など

の踏圧による強い人為的干渉下に成立，持続している路上雑草群落などが自然度4の植生として

評価される。大分市には自然度4の植生として，路上雑草群落のナオバコ群落や人工草地のシバ

群落などが分布する。

　　8）　自然度3の植生

　農耕地（耕作放棄地），果樹園，茶畑，苗圃，公園緑地等に生育する雑草群落が自然度3の植

生として評価される。大分市には，自然度3の植生として，果樹園雑草群落のカタバミ…イヌホ

オズキ群落などが分布する。

　　9）　自然度2の植生

　水田や畑地など微繁した人為的管理下に成立する農耕地の雑草群落などで白毎度2の植生とし

て評価される。大分市には，自然度2の植生として，畑地雑草群落のカラスどシャクーニシキソ

ウ群集，水田雑草群落のノミノフスマーケキツネノボタン群集が分布する。

　　！0）　自然度1の植生

　住宅地，造成地，道路など人工的に裸地化した場所に生育し，植物社会学的に種組成による群

落単位の識別が困難な状態にある植生が自然的！として評緬される。大分了1了には，自然度1の植

生として，市街地の歩道やビルの屋上などにみられるギンゴケーツメクサ群集などが分布する。

4．植生自然度図Map　of　the　na加ralness－degrees　of　vegetaもio釦

　大分市の現存植生図と植生自然度の半面基準を用いて，大分市における植生自然度図が作成さ

れた。自然度の図化にあたっては，1～10の植生自然度以外に，自然裸地および開放水域の2凡

例が加えられた（別冊の着色植生自然度図参照）。
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5．　メッシュ図による地域植生景観の生態学的分析・評価　Mesh　m＆p　ana藍ysis

　and　eva亜uation　ofもhe　regional　vegeもa伽n　la賊scapes

　ある地域の植生景観の生態学的分析，評価を行う場合，群植物社会学に基づいた植生景観の分

析，評価の方法は有効である。大分市における植生景観の分析，評価に際しては，群生態学の群

落複合単位である群落群にまとめられた。

　　1）　メッシュ図の作成1）rawi汎g即mesh搬aps

　本報告では，大分市における植生の分布および自然環境の特性を明らかにするために，基図と

して大分市を含んでいる国土地理院発行の2万5千分の1の地形図（別府東部，家島，大分，鶴

崎，坂ノ市，野津原，戸次本町，犬飼）が用いられた。メッシュは1面の地形図を東西方向で5

等分，南北方向で4等分し，1方形区が約2km×躰mとなる20個のメッシュ図が作成された。す

なわち大分市の全域を含む8枚の地形図から得られた方形区の合計は133個であった。

　　2）　自然環境の数値情報の計測麗ea畷remenもof撒merical　va臨es　of　e獄viroR－

　　　Inel食taj【f島。｛二〇rs

　群落複合単位とそれが分布する地域の環境特性の相関関係を明らかにするために，区分された

133個の方形区の臼然環境情報を求めた。今回大分市において計測された自然環境清報として，

国土地理院発行の地形図（縮尺2万5千分の1）に基づいて平均高度（方形区の四隅の標高の平

均値），起伏：量（最高地点と最低地点の差），傾斜（最高地点と最：低地凶聞の水平距離と垂直距離

からタンジェント値を求める），海岸線からの距離（方形区の中心と最短の海岸線までの水平距

離），谷密度（谷の数）が計測された。この他，気候環境清報として日本森林立地図（森林立地

懇話会，1972）を用いて暖かさの指数が計測された。

　　3）群落複合単位（群落群）の庶男il　1｝eもer燃ina伽魏of腿nits　of　co㎜muni砂

　　　comp互ex（community　c耳owd）

　各地形図上に自然性の常緑広葉樹林であるミミズバイースダジイ群集，ムサシアブミータブノ

キ群集，イノデータブノキ群集，シイモチーシリブカガシ群集，ツクバネガシーシラカシ群集，

ミヤマシキミーアカガシ群集，海岸風衝低木林のマサキートベラ群集，渓谷林のアブラチャンー

ホソバタブ群集，河畔林のムクノキーエノキ群集，そして常緑広葉樹萌芽二次林のナナメノキー

アラカシ群集に同定された植生調査地点の記入を行った。

　次に植生調査地点の記入された45箇所の方形区において，総和群集の識別法に従って群落複合

単位である群落群の抽禺を行い，最終的に群落群を基本単位とする群落複合組成表が作成され

た。表操作の結果，26の群落群が識別された（Table　37）。
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Table　37．群複合組成表
A：ツクバネガシーシラカシ群落群
E至：ナナメノキーアラカシ群落群

F3：ミミズバイースダジイ群蔭群
G：イノデータブノキ群落群
K1：コバンモチーシリブカガシ群落群
K5：．シリブカガシ～コシダ群落群

K9：スダジイーシリブカガシ群落群

B：ムクノキーエノキ群落群
E2：ネジキーアラカシ群落群
F4：スダジイースダジイ群落群
H：ムサシアブミータブノキ群落群
K2：コシダーシリブカガシ群落群
K6ごシイモチースダジイ群落群
KlO：キチジョウソウーシリブカガシ群落群

群落群

通し番号
方形区番号
暖かさの指数（℃●月）

平均高度（組）

起伏量く盤）

傾斜（。）

海岸からの距綴k組）

谷密度（谷の数）

A　　B C D　　　EI　E2　FI　F2　F3　F4　F5　F6　　　G　　　　H
　1　　　2　　　3　　　4　　　5　　　6　　　7　　　ε　　　9　　10　　11　　12　　13　　14　　15　　16　　玉7　　18

　7　　42　　52　101　1ユ0　108　i28　　53　　50　　80　　79　　38　　46　　23　　22　　　8　　24　　δ5

118　118　122　118　118　118　1互0　118　122　118　118　125　118　122　118　122　125　亙18

70　　3i　　13　373　318　638　230　　28　　65　　93　　75　　10　　49　　58　101　　30　　21　　30

590　　86　　53　420　440　　90　310　　81　100　2互0　210　　59　i53　156　195　i30　　90　　50

3091718154 8

34　6　62710
6

35　1
　0　　4　　　4　　11　　13　　13　　17　　　6　　4　　　8　　8　　3　　2　　　1　　圭　　0　　0　　6

38　　18　　7　112　 96　　24　　42　　26　 28　　39　　36　　5　　92　　63　　8i　　ll　　茎2　　4

鯉　ツクハ．ネカ9ジーシラカシ群集

ムクノキーエノキ群集

ミヤマシキミーアカカ“シ群集

アフ略ラチャンーホソバψ ^フナ群集

ナナメノキーアラカシ群集ネシゆキ亜碧羊集

材〃キーアラカシ群集典型亜群集

ミミズパイースダジイ群集典型亜群集

団・　・　・　・　・・　・　・　・　・・・・　・…

・［亘コ・・・・・・・・・・・・…
…　　　［〔コ・・　・　・　・　・　・・・・　…

・　・　…　　　亘・　・　・　・　・・・・　…

・　・　・　・　…　　　［＝コ・　・・・・　…

・　・　・　・　・　…　　　〔ヨ・こ三・・・　・…

・　・　・　・　・　・　…　　　F…ぞ「・　・　・　…

ミミズパイースダジ僻集スダジイ亜群集　・・・・・・・・・…　　［1エ

ミミスψハゆイースタゆシ申イ群集コシ“イ亜群集

イノデ汐プ片群集

ムサシァプミータブ井群集

1．　．　．　、　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　コ。　・　●　。　の　’　・　。　●　。　●　・　・　r　　÷19　噛　・

・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　…　　　　「F一了下
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L

・　・　・　・　・　・・・　・　・・　・・・…　　　〔コ

マサキートへ“ラ君羊集 曾　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　0　　　　　　8　　　　　　●　　　　　讐　　　　　　餐　　　　　奪　　　　　　章　　　　　　曹　　　　　曹　　　　　9　　　　　●　　　　　曹　　　　　　●　　　　　り　　　　　●

シイモチーシリプカが麟集コパンモチ亜群集
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CommUn童七y　complex　of　Oita　City
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4）　群落群の分布特性Distribution　of　commuRity　crowd

　植生調査地点が記されなかった88箇所の方形区の群落群への所属については，識別された26の

群落群と各群落群の6つの自然環境の計測値を変数としてピアソンの相関係数を求め，これによ

って判定した。すなわち，所属の明らかでない方形区については，26の群落群の中で最も高い類

似度を示した群落群に所属するものとした。この結果，133箇所の全方形区の群落群への所属が

明らかにされた（Fig．38）。

　各群落群の分布特性をみると，大分市北部の別府湾沿いの沖積低地および大分川の下流域，大

野川下流域の沖積低地には，ムクノキ一網ノキ群集に特徴づけられる群落群（B）が集中庭勺に分

布している。それ以外の沖積低地の大都分は，ミミズバイースダジイ群集で特徴づけられる群落

群（F1－F6）とイノデータブノキ群築で特徴づけられる群落群（H）が広く分布している。一

方，大分市の中部から南部にかけての丘陵，山地には，シイモチーシリブカガシ群集により特徴

づけられる群落群（K1－K10）の分布する領域となっている。局地的な分布を示しているのがツ

クバネガシーシラカシ群集により特徴づけられる群落群（A）で高崎山周辺に，ミヤマシキミー

8 3 F3
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斗

A F6 F5 F F3 F3 F F3 3
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　　　　　　　　　　　　　0　　　　　4k伽
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　　　　　　Fig。38，大分市の群落複合単位の配置図。

Me曲map　of　Oita　Cita　showing　sevαal面ts　of　comrnunity　compex・
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アカガシ群集で特徴づけられる群落群（C）は本宮山付近に，そしてアプラチャン皿ホソバタブ

群集で特徴づけられる群落群（D）が大分市再西部の山稜に分布が限られている。

　6．潜在自然植生図MaP　of　the　Potentね遷na加「ahegetation

　ある地域の潜在自然植生は，その地域に分布する現存植生のうち自然植生に基づいて，それら

が生育する自然環境との図係を総合的に分析，評価して判定される。また現存植生の中に植生自

然度の低い代償植生や逢成地など人工的に造られた蔭地だけで臼然植生が分布しない地域につい

ては，その地域の自然環境に基づいて，その土地が支えうる植生のうち最も自然度が高くかつ隣

接地域において嗣質の自然環境の下に分布している臼然植生を以て理論的な潜在自然植生として

判定される。海岸，湖沼や河川などの水域およびそれに隣接した不安定立地を除けば大分市の犬

部分の地域は常緑広葉樹林を主体とする森林植生を潜在自然植生としている（別冊の着色潜在自

然植生図参照）。

　　1）潜在自然植生域の判定1）eもe灘ina毛ion　of棚e　re誹on　of仇eρotentiaI

　　　na加r＆茎vegetaもion

　すでに自然性森林植生により特徴づけられた群落群の分布特性がメッシュ図に示されている。

Fig．39．市内で最も多様で自然度の高いミミズバイースダジイ群集の社叢（柞原神社）。

Remailling　shrine　fores七〇f七he　SymplQco　glaucae－Cas七anOpsietum　sieboldii　rich　ill

species　colls七i七u七ion　and　higher　na七urallless－degree（Yusuhara一∫inlya）．
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これらの群落群の分布に基づいて，大分市における各潜在自然植生とその分布域が判定された。

　　　（1＞ミミズバイースダジイ群集域

　沿海部の低位な台地，丘陵地にあって，現在ミミズバイースダジイ群集が分布している立地が

ミミズバイースダジイ群集の潜在的な生育域として判定される。メッシュ図の群落群（F1～F6）

の分布域にほぼ一致している（Fig，39）。

　　　②　ムサシアブミータブノキ群集域

　メッシュ図に示された群落群（H）の分布でも明らかなように，大分市ではムサシアブミータ

ブノキ群集域は雄城地区など一部地域に限られている。

　　　（3）イノデータブノキ群集域

　かつての後背砂丘地や現在市街地となっている沖積低地の潜在自然植生はイノデータブノキ群

集と凋定される（Fig，40）。また現存植生としてスギ植林やモウソウチク林の分布している沖積

低地に隣接した台地斜面下部，そして水田や畑地などの農耕地として利用されている比較的地下

水位が高い立地はイノデータブノキ群集の潜在的な生育域として判定される。

Fig．40．沖積低地の自然林であるイノデータブノキ群集の社叢（春日神社）。

View　of　the　shrまne　fore七s　cf七he　Polysむicho－Persee七um　thunbergi重，　occurring

On　allUVial　plainS（KaSUga－」『injya），
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　　　㈲　シイモチーシリブカガシ群集域

　沿海部の台地，丘陵地から内陸部の海抜400～500m以下の山地で，現在シイモチーシリブカガ

シ群集が分布する立地および常緑樹萌芽林のナナメノキーアラカシ群集，夏緑広葉樹二次林のク

ヌギーコナラ群集，そしてススキの優議する二次草原などの代償植生が生育する立地はシイモチ

ーシリブカガシ群集の潜在的な生育域として判定される。このシイモチーシリブカガシ群集域は

大分市で最も広い面積を占めている（Fig・41）。

　　　（5＞ツクバネガシーシラカシ群集域

　火山岩を基盤とする高崎山の海抜200～500mの範囲の潜在自然植生としてツクバネガシーシラ

カシ群集が考えられる。このツクバネガシーシラカシ群集域の分布は高崎山周辺部だけに限られ

ている。

難

灘鞭
　　　ド

鰻
灘…1

翻・マ難鰯妻

羅

験

搬

器

　　Fig．41．　シイモチーシリブカガシ群集の林内（中判田）。

Interior　of七he　Ilici　buergeri－Pasanletum　glabrae（Nakahanda），
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　　　（6）　ミヤマシキミーアカガシ群集域

　内陸部および海抜500m以上の山地はミヤマシキミーアカガシ群集の潜在的な生育域として判

定される。大分市の南西部に位置する障子岳から御座ヶ岳にかけての山稜および本宮山を中心と

した山稜に比較的まとまったミヤマシキミーアカガシ群集域が分布している。

　　　（7）マサキートベラ群集域

　メッシュ図では，マサキートベラ群集の立地を示す群落群（1）の分布域は，磯崎に限られて

いる。しかしながら臨海部の海岸掃地や後背砂丘の海に面した斜面など常時潮風や海水の飛沫に

晒された立地は，海岸風衝低木林のマサキートベラ群集の潜在的な生育域と判定される。この他，

海岸埋立造成地も潜在的にはマサキートベラ群集の生育する地域と判定される。

　　　（8）アブラチャンーホソバタブ群集域

　メッシュ図では，アブラチャンーホソバタブ群集の生育立地を示す群落群（D）の分布は，障

子岳から御座ヶ岳にかけての山腹渓谷地に限られている。すなわち大分市ではアブラチャンーホ

ソバタブ群集域は，ミヤマシキミーアカガシ群集域と同様に，西南謡曲地域の渓谷地に局地的に

分布する。

　　　（9）ムクノキーエノキ群集域

　河川沿いに形成された高位な河岸段丘面や白蜜堤防上など，現存植生としてムクノキーエノキ

群集やモウソウチク，マダケなどの竹林が植栽されている立地はムクノキ一価ノキ群集の潜在的

な生育域として判定される。メッシュ図をみると，ムクノキーエノキ群集の生育立地を示す群落

群（B）は，大分川および大野川の流域に沿った地域に集中的に分布しているのが分かる。

　　　（10）ジャヤナギーアカメヤナギ群集域

　河川沿いに形成された低位な河岸段丘面など，定期的に冠水する河辺はジャヤナギーアカメヤ

ナギ群集の潜在的な生育域として判定される。大分川の河川敷には比較的広い面積でジャヤナギ

ーアカメヤナギ群集域が分布している。

　　　（i9　チガヤーハマゴウ群集域

　現在の砂浜海岸はチガヤーハマゴウ群集やコウボウシバ群落などの海岸砂丘植生の潜在的な生

育域として判定される。砂浜海岸の少ない大分市には，チガヤーハマゴウ群集域は小面積でしか

分布していない。
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　　　（12＞ツワブキーノジギク群集域

　大分市東部の磯崎など海岸武士下部の崖錐斜面部はツワブキーノジギク群集などの草本植物群

落の潜在的な生育域として判定される。チガヤーハマゴウ群集域と嗣様に，その分布は局地的で

ある。

　　　d3）ナガミノ地層シバ群集域

　河臼付近の汽水域は，ナガミノオニシバ群集，フクド群集，ホソバノハマアカザーハママツナ

群集，シオクグ群集，ヨシ群落などの塩生植生の潜在的な生育域として判定される。大分市で

は，ナガミノオニシバ群集域は乙津川の河口付近に比較的まとまって分布している。

　　　σ4｝ヒメガマ群落域

　池沼や溜池そして河川後背湿地など水の流れが停滞した開放水域に接した水辺は，ヒメガマ群

落，マコモ群落などの抽水植物群落の潜在的な生育域として判定される。ヒメガマ群落域は大分

川や大野川の下流部に集中してみられる。また赤迫池の周辺の抽水域にも比較的まとまった面積

で分布している。

　　　d5）オギ群集域

　河州沿いの低河川敷きなど洪水時には冠水する立地は，オギ群集などの河原植生の潜在的な生

育域として判定される。オギ群集域は，大分市を流れる大野川，大分川，乙津川，七瀬川などの

河川敷に比較的広い範囲にわたって分布している。

　　　（16）ツルヨシ群集域

　ツルヨシ群集域は河川の上流部の河川敷を特徴づける潜在植生域である。大分市では，南部を

流れる河原内川の河床の大部分はこのツルヨシ群集域となっている。

7．重要群落の分布勝str三b飢藍on　of　ecolo錘ca還夏y　i澱⑳■仏説commuRities

　現存植生調査を通して，大分市における重要群落の分布とその生育状況が把握された。すなわ

ち，植生学，また植生生態学など学術上貴重と考えられる自然度が高く，生物多様性に富んだ重

要群落（植生自然度が9～10のランクで評価される群落）のいくつかが大分市に分布している

（Table　38；Fig．42）。これらの重要群落は，本来自然の生態系の主要な構成要素として，かつ

ては大分市に広く分布，生育していた。しかし，古くから行われてきた伐採，火入れ，開発など

の人為的破壊により，それらの生育地は狭められ，市内に残存する重要群落の多くは，神社や寺

院の社叢として残されているにすぎない。

　これらの貴重な郷土の環境資産を将来にわたって，保護，保全していくためにも，また緑豊か
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τable　38，大分市に分布する重要群落一覧表（Fig。42参照）

　　　Ecologically　valuable　commullities　i110i七a　City

凡例番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

群　　集・群　　落

ミミズバイースダジイ群集

ムサシアブミータブノキ群集

イノデータブノキ群集

シイモチーーシリブカガシ群集

・ク・・ネガ・一・・カ・群剰

ミヤマシキミーアカガシ群集

ムクノキーエノキ群集

湿地植生

塩生植生

分 布 地 点

柞原八幡，西寒多神社，上野丘，高瀬，下八幡，八丸神社

雄城

勢家春日神社

木田東部日吉神社，九六位山山頂，中判田立小野，霊山寺，

安藤，宮尾神社，野田中ノ原，森

高崎山南東斜面

本宮山・本宮神社

中島・：乙津川

赤遽池

海原・乙津川

　　　　　斗

　高
　崎●5
山　　♂●1

野川ワ原●4

障了岳

安藤璽4

ζ ソ～

　　　　望㊤八丸孝瞬i：
　●4
H吉神社

●8赤追池

4
九六位山

　　　　　　　　　　　　　0　　　　4km
　　　　　　　　　　　　　－

Fig．42．大分市に分布する重要群落（●：1～9，　Table　38参照）。

Dis七ribution　of　ecologically　impor七a11七communities（Numbers　1－9，

as　in　Tal）le　38）．
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な大分市を目指していくうえでも，自然と人間とが共生を可能にする，生態学的知見に裏付けら

れた総合的な施策が必要である。すなわち，大分市が「自然を生かした，やさしさにあふれる，

魅力ある都市」の創造を推進していくうえでも，生態学的観点に立った自然環境の保全，管理計

画の策定と新たな本物の緑環境の再生に積極的に取り組んでいく必要がある。その意味でも，現

在わずかに残された貴重な自然の現状を十分理解しておかなければならない。

A．常緑広葉樹林Evergree鶏broad一襲eaved　forests

　1）　ミミズバイースダジイ群集

　　Symp茎oco　glaucae－Castanopsietum　sieboldii

　大分市に分布する森林群落のうち最も自然度の高いのがミミズバイースダジイ群集である。そ

の中でも，藤原八幡の社叢はその規模において大分布の貴重な自然資産に他ならない。ミミズバ

イースダジイ群集は大分市には，規模は小さいが西寒多神社の社叢，上野丘，高瀬，下八幡およ

び八難の神社社叢として分布している（Fig．43）。

灘霞

　　譲∴．

　　　　縫難、

難轟
・鑛箋

熱

：Fig．43．台地上に生育するシイモチーシリブカガシ群集の三内（野田）。

　　Forest　floor　of七he王lici　bueτgeri－Pasahietuln　glabrae（Noda）．
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　2）ムサシアブミータブノキ群集

　　Arisaemaも。　ringe近tis－Persee毛um　thu醜bergii

　ムサシアブミ一酉ブノキ群集は，断片的ながら雄城の台地斜面部でその分布が確認された。大

分市は気候的には瀬戸内海気1藤i区に属しているなど，太平洋岸気候下の暖地に生育するムサシア

ブミータブノキ群集にとって，その分布の北限付近に位置しているため，種類組成が貧弱になっ

たと考えられる。

　3）　イノデータブノキ群集

　　Polysticho－PerseetumもhuRbergii

　イノデータブノキ群集は，開発などの人為的破壊の影響を受けやすい沖積低地や地下水位の高

い台地を中心とした地域に潜在的な分布域をもっている。このため，大分市にみられるイノデー

タブノキ群集の林分の多くは断片的である。その中でも勢家にある春日神社の社叢は比較的広い

面積で残されたイノデータブノキ群集である。

　4）　シイモチーシリブカガシ群集

　　Ilici　buregeri－Pasanietum　glabrae

　コジイの優隠するシイモチーシリブカガシ群集は，大分市では最も多く残された自然性の常緑

広葉樹林である。しかし，残存林分の多くは若齢で一斉林タイプである。シイモチ～シリブカガ

シ群集の中でも比較的種類組成が豊かで，古い林相を示しているものとしては，木田東部の日吉

神社の社叢，中判田立小野にある神社：の社叢，九六位山山頂部に点在する林分，比較的広い断積

で残されている霊山寺の社叢，宮尾の宮尾神社社叢，断片的であるが安藤の社叢そして野田中ノ

原の林分などがあげられる（Fig・44）。

　5）　ツクバネガシーシラカシ群集

　　Quercetu撮sessilifolio－myrsinaefoliae

　ツクバネガシーシラカシ群集は，大分市では唯一高崎山の南東側の急傾斜な岩峰状の尾根斜面

に広く残存している。本地域は天然記念物地域でもあり，また人間の侵入は稀な地域であること

から，森林の生育環境は良好に維持されている。

　6）　ミヤマシキミーアカガシ群集

　　Skimmio－Quercet親m　acutae

　ミヤマシキミーアカガシ群集は，潜在的には海抜500m以上の山地に分布する。大分市には，

本宮山の山頂付近の神社の社叢として残されている。この周辺部には二次林的なミヤマシキミー

アカガシ群集の林分が多くみられる。
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　Fig．44．比較的安定したシイモチーシリブカガシ群集の林内（中判田）。

11｝七erior　of　the　species　rich　Ilici　buergeri一｝）asallietum　glabrae（Nakahεm（玉a）．

B．河畔林Riverside　forests

　7）ムクノキ一難ノキ群集

　　Apha蹴a烈毛ho℃e董重ideもum　japonicae

　中島地区の乙津川の河川敷に分布するムクノキーエノキ群集は，林床にモウソウチクが侵入し

ているが，河畔林の規模としては，比較的広い面積で発達している。都市河川の貴重なビオトー

プとして保全する必要がある。

　C．低層湿原ReedswamP　vegeねtion

　大分市の丘陵部の谷戸には，比較的多くの溜池がつくられている。これらの溜池の周囲の低湿

地には，ヨシ，ガマ，マコモなどの抽水植物が普通にみられる。しかし，近年の急速な都市化に



96

伴い，周辺の丘陵地は，宅地闇発等の土地造成が盛んに行られるようになってきた。このため溜

池を潤していた湧水などの水脈の枯渇，水質の富栄養化が進み，これらの低湿地の自然環境は急．

速に失われている。この様な状況の中で，市の東部にある赤迫池には，比較的広い面積で，ヨ

シ，マコモ，ガマ等が混生した低層湿原が発達している。かつての沖積低地の植生景観をしのば

せる貴重な植生として保全が望まれる。

D，塩生植生Salt　marsh　vegeもaもion

　海水の影響がみられる乙津川河口付近の海原地区の河辺には，ナガミノオニシバ群集，フクド

群集，ホソバノハマアカザーハママツナ群集，シオクグ群集などの塩生植生が，比較的広い面積

で発達している。塩生植生は汽水域といった微妙な環境バランスの上で生育していることから，

河川改修など生育環境の破壊に弱い脆弱な植生である。乙津川の下流流域は比較的多様な自然が

残されており，今後とも河川改修などは行わず，多自然型河川の見本として現在の河川環境を保

全することが望ましい。


